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元
暁
﹃
涅
槃
宗
要
﹄
訳
注
︵
一
︶ 

藤
 
井
 
教
 
公
 
編 

著
  

一
︑
は
じ
め
に 

 1 

筆
者
は
本
務
校
で
あ
る
北
海
道
大
学
文
学
部
の
学
部
演
習
に
お
い
て
︑
平
成
二
十
二
年
四
月
よ
り
︑
受
講
生
と
と
も
に
元
暁
の
﹃
涅
槃
宗
要
﹄
の

講
読
を
開
始
し
︑
二
年
間
続
け
て
︑
ほ
ぼ
全
体
の
三
分
の
一
を
読
ん
だ
︒
こ
の
元
暁
撰
﹃
涅
槃
宗
要
﹄
は
︑﹃
大
正
新
脩
大
蔵
経
﹄
三
十
八
巻
に
入

蔵
し
て
い
る
が
︑
未
だ
国
訳
も
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
も
極
め
て
少
な
い
⼀

︒
そ
こ
で
︑
東
ア
ジ
ア
仏
教
に
お
け
る
大
乗
﹃
涅
槃

経
﹄
の
受
容
と
解
釈
を
検
討
す
る
一
助
と
し
て
本
書
を
取
り
上
げ
訳
注
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
た
︒
学
部
の
演
習
で
は
あ
る
が
︑
受
講
者
に
は
あ
ら

か
じ
め
分
担
範
囲
を
決
め
て
訳
注
原
稿
を
作
成
し
て
も
ら
い
︑
教
場
で
そ
の
原
稿
を
検
討
し
︑
訂
正
や
補
い
を
施
し
た
︒
演
習
の
期
間
は
半
期
ご
と

に
区
切
ら
れ
て
い
る
の
で
︑
継
続
し
て
参
加
し
た
人
も
い
る
が
︑
新
規
に
受
講
す
る
人
︑
や
め
る
人
も
い
た
︒
本
稿
は
︑
平
成
二
十
二
年
度
の
前
期

と
後
期
に
受
講
者
が
分
担
作
成
し
た
訂
正
原
稿
を
集
め
︑
そ
れ
に
藤
井
が
最
終
的
に
眼
を
通
し
た
も
の
で
あ
る
︒
今
回
は
読
了
し
た
部
分
の
う
ち
︑

紙
幅
の
都
合
で
︑﹃
大
正
蔵
経
﹄
テ
キ
ス
ト
の
三
頁
弱
を
載
せ
る
に
止
ま
っ
た
︒
年
度
末
の
慌
た
だ
し
い
時
期
に
短
時
間
に
編
集
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
が
︑
受
講
者
の
一
人
︑
丹
野
佑
香
氏
に
面
倒
な
編
集
の
労
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た
︒
本
稿
は
表
記
の
不
統
一
︑
注
の
重
複
な
ど
や
︑
思
わ
ぬ
過

誤
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
︑
本
稿
が
日
本
で
初
の
国
訳
で
あ
る
と
い
う
点
で
発
表
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
︑
あ
え
て
刊
行
す
る
次
第
で
あ
る
︒
原
稿

作
成
者
は
︑
以
下
の
諸
氏
で
あ
る
︒ 



  

﹃
涅
槃
宗
要
﹄
は
新
羅
の
元
暁
︵
六
一
七
〜
六
八
六
︶
の
撰
︒
元
暁
は
義
湘
と
と
も
に
統
一
新
羅
で
活
躍
し
た
最
も
著
名
な
仏
教
者
で
後
に
還
俗

し
た
が
︑
民
衆
教
化
に
意
を
尽
く
し
た
︒
彼
の
著
作
は
数
多
い
が
︑
タ
イ
ト
ル
に
﹃
宗
要
﹄
と
い
う
名
の
付
く
元
暁
の
現
存
す
る
著
作
は
本
書
以
外

に
﹃
法
華
宗
要
﹄
や
︑﹃
無
量
寿
経
宗
要
﹄﹃
弥
勒
上
生
経
宗
要
﹄﹃
大
慧
度
経
宗
要
﹄
な
ど
が
あ
り
︑
他
の
著
作
に
し
て
も
経
論
の
注
疏
類
が
多
い
︒

元
暁
の
著
作
は
八
六
部
と
さ
れ
て
い
る
が
︑
そ
の
著
作
の
数
に
つ
い
て
は
確
定
し
が
た
い
よ
う
で
⼆

︑
そ
れ
ら
の
正
確
な
著
作
年
代
の
確
定
は
さ
ら

に
難
し
い
よ
う
で
あ
る
三

︒
彼
の
著
作
で
法
蔵
の
﹃
起
信
論
義
記
﹄
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
﹃
起
信
論
疏
﹄︵﹃
海
東
疏
﹄︶
は
法
蔵
の
﹃
義
記
﹄
以

前
が
成
立
の
下
限
に
な
る
が
︑
本
書
﹃
涅
槃
宗
要
﹄
中
に
引
か
れ
る
諸
師
の
説
が
そ
れ
ぞ
れ
誰
の
も
の
か
が
同
定
で
き
れ
ば
︑
本
書
に
つ
い
て
も
成

立
時
期
の
下
限
が
推
定
で
き
よ
う
が
︑
本
稿
で
は
そ
こ
ま
で
の
検
討
に
至
っ
て
い
な
い
︒ 

本
書
に
つ
い
て
︑
こ
れ
ま
で
講
読
し
た
内
容
部
分
か
ら
指
摘
で
き
る
一
︑
二
の
点
を
記
せ
ば
︑
ま
ず
第
一
に
浄
影
寺
慧
遠
の
影
響
の
大
き
さ
で
あ

る
︒
慧
遠
の
﹃
大
乗
義
章
﹄
や
﹃
大
般
涅
槃
経
義
記
﹄
の
文
を
明
ら
か
に
踏
ま
え
た
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
︑
述
作
の
際
の
慧
遠
の
影
響
の
大

き
さ
を
看
取
で
き
る
︒
こ
の
こ
と
は
す
で
に
木
村
宣
彰
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
が
︑
今
回
改
め
て
確
認
さ
れ
た
︒ 

第
二
点
は
︑
世
親
の
﹃
法
華
論
﹄
の
引
用
に
つ
い
て
で
あ
る
︒
本
書
中
に
は
同
論
の
引
用
が
複
数
回
見
ら
れ
る
が
︑
そ
れ
ら
の
引
用
は
勒
那
摩
提

訳
を
依
用
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
︒
周
知
の
よ
う
に
︑﹃
法
華
論
﹄
の
漢
訳
テ
キ
ス
ト
に
は
︑
勒
那
摩
提
訳
と
菩
提
流
支
訳
の
二
種
が
あ
る
が
︑

吉
蔵
の
注
釈
書
﹃
法
華
論
疏
﹄
は
菩
提
流
支
訳
に
拠
っ
て
お
り
︑
中
国
仏
教
で
は
菩
提
流
支
訳
の
依
用
が
多
い
︒
こ
の
点
︑
元
暁
は
勒
那
摩
提
訳
を

用
い
る
点
に
独
自
性
が
見
ら
れ
る
︒
な
お
︑
同
じ
元
暁
の
﹃
法
華
宗
要
﹄
に
も
﹃
法
華
論
﹄
の
引
用
が
多
く
引
か
れ
る
が
︑
同
じ
く
勒
那
摩
提
訳
を

用
い
て
い
る
点
は
変
わ
ら
な
い
︒ 

佐
々
木
恵
脩
︵
院
生
︶︑
松
浦
未
歩
︑
佐
藤
圭
︑
濱
口
涼
子
︑
森
田
政
明
︑
松
原
有
吾
︑
西
野
直
人
︑
高
谷
和
明
︵
院
生
︶︑
福
岡
沙
和
︑
廣
瀬
 
中
︑

丹
野
佑
香
︑
芝
田
侑
人
︑
五
十
嵐
大
樹
︑
西
東
大
吾
︑
酒
井
泰
匡
氏
ら
十
五
名
︒ 

二
︑﹃
涅
槃
宗
要
﹄
に
つ
い
て 

 2 



本
書
の
内
容
と
構
成
の
梗
概
を
示
す
た
め
に
大
ま
か
な
分
科
を
示
す
と
︑
次
の
よ
う
で
あ
る
︒ 

一
︑
略
述
大
意 

二
︑
広
開
分
別 

二
︱
一
 
因
縁
を
説
く 

二
︱
二
 
教
宗
を
明
か
す 

二
︱
二
︱
一
 
涅
槃
門 

二
︱
二
︱
一
︱
一
 
名
義
門 

二
︱
二
︱
一
︱
二
 
体
相
門 

二
︱
二
︱
一
︱
三
 
通
局
門 

二
︱
二
︱
一
︱
四
 
二
滅
門 

二
︱
二
︱
一
︱
五
 
三
事
門 

二
︱
二
︱
一
︱
六
 
四
徳
門 

二
︱
二
︱
二
 
仏
性
門 

二
︱
二
︱
二
︱
一
 
出
体
門 

二
︱
二
︱
二
︱
二
 
因
果
門 

二
︱
二
︱
二
︱
三
 
見
性
門 

二
︱
二
︱
二
︱
四
 
有
無
門 

二
︱
二
︱
二
︱
五
 
三
世
門 

二
︱
二
︱
二
︱
六
 
会
通
門 

二
︱
三
 
経
の
体
を
出
す 

 3 



 4 

こ
と

                                        

         二
︱
四
 
教
迹
を
明
か
す
  

右
の
通
り
で
あ
る
が
︑﹃
涅
槃
経
﹄
の
内
容
に
つ
い
て
涅
槃
と
仏
性
の
二
義
を
重
視
し
解
釈
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
︒ 

本
書
の
﹃
大
正
蔵
経
﹄
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
附
言
す
る
と
︑
テ
キ
ス
ト
の
底
本
は
﹁
天
治
元
年
写
日
光
輪
王
寺
蔵
本
﹂
と
あ
り
︑
他
の
対
校
テ
キ

ス
ト
は
な
い
︒
つ
ま
り
︑
本
書
の
写
本
は
こ
れ
一
本
し
か
な
く
て
︑
孤
本
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
い
ま
天
治
元
年
︵
一
一
二
四
︶
に
写
さ
れ
た
日
光

輪
王
寺
蔵
本
写
本
の
由
来
に
つ
い
て
検
討
す
る
い
と
ま
が
な
い
が
︑﹃
大
正
蔵
経
﹄
テ
キ
ス
ト
を
読
む
う
ち
︑
経
典
の
引
用
部
分
の
中
な
ど
に
﹃
大

正
蔵
経
﹄
テ
キ
ス
ト
自
身
の
誤
り
か
︑
あ
る
い
は
写
本
に
由
来
す
る
誤
り
な
の
か
︑
そ
れ
と
も
著
者
元
暁
自
身
に
由
る
も
の
な
の
か
判
然
と
し
な
い

が
幾
度
か
あ
っ
た
︒ 

写
本
が
見
ら
れ
れ
ば
よ
い
が
と
思
っ
て
い
る
う
ち
︑
立
正
大
学
大
学
院
博
士
課
程
の
留
学
生
︑
金
慧
鏡
四

氏
か
ら
︑
韓
国
の
元
暁
思
想
実
践
僧
伽

会
刊
行
︑
慧
峰
尚
泳
監
修
・
嘉
恩
謹
訳
﹃
校
訂
国
訳
 
涅
槃
経
宗
要
﹄︵
二
○
○
四
年
刊
︶
の
提
供
を
受
け
た
︒
同
書
は
日
光
輪
王
寺
写
本
影
印
を

巻
末
に
収
録
し
︑﹃
大
正
蔵
経
﹄
テ
キ
ス
ト
と
つ
き
あ
わ
せ
て
独
自
の
批
判
テ
キ
ス
ト
を
提
示
し
て
お
り
︑
大
変
有
用
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑﹃
大
正

蔵
経
﹄
テ
キ
ス
ト
を
訂
正
す
る
際
の
根
拠
が
判
然
と
し
な
い
箇
所
も
見
ら
れ
る
︒
本
稿
で
は
同
書
に
収
録
さ
れ
る
写
本
影
印
と
﹃
大
正
蔵
経
﹄
テ
キ

ス
ト
を
対
照
し
た
結
果
︑
同
テ
キ
ス
ト
に
不
備
の
箇
所
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
︒
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
本
稿
の
注
部
分
に
記
し
た
︒ 

 
 

⼀ 

 
た
と
え
ば
︑
木
村 

宣
彰
﹁
元
暁
の
涅
槃
宗
要
︱
特
に
浄
影
寺
慧
遠
と
の
関
連
︱
﹂︵﹃
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
﹄
一
九
七
七
年
十
月
︶︑
李 

平
来
﹁﹃
涅
槃
宗
要
﹄
の
如
来
蔵

説
﹂︵﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
三
十
巻
︑
第
二
号
︑
一
九
八
二
年
三
月
︶
な
ど
︒ 

⼆ 

福
士 

慈
稔
﹁
元
暁
の
著
述
に
関
す
る
私
見
﹂︵﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
五
一
巻
第
二
号
︑
二
○
○
三
年
三
月
︶︒ 

 
三

  

伊
吹 

敦
﹁
元
暁
の
著
作
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
﹂︵
東
洋
大
学
文
学
部
イ
ン
ド
哲
学
科
編
﹃
東
洋
学
論
叢
﹄ 

通
号
三
一
号
︑
二
○
○
六
年
三
月
︶︒ 

四

  

同
氏
は
元
暁
の
﹃
法
華
宗
要
﹄
を
テ
ー
マ
に
博
士
論
文
を
執
筆
中
で
︑
本
書
の
訳
注
に
つ
い
て
も
貴
重
な
助
言
を
得
た
︒
氏
の
成
果
に
次
の
も
の
が
あ
る
︒﹁
元
曉
﹃
法

華
宗
要
﹄
訳
注
︵
１
︶﹂﹃
大
学
院
年
報
﹄︵
立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
︶︑
第
二
八
号
︑pp.45-60

︑
二
○
一
一
年
三
月
︑﹁
元
曉
﹃
法
華
宗
要
﹄
訳
注
︵
２
︶﹂﹃
仏
教

学
論
集
﹄︵
立
正
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
︶︑
第
二
八
号
︑pp.17-52

︑
二
○
一
一
年
三
月
︑﹁﹃
法
華
宗
要
﹄
の
成
立
に
つ
い
て
﹂﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄︵
日
本
印
度

学
仏
教
学
会
︶︑
第
六
十
巻
第
一
号
︑pp.533-528

︑
二
○
一
一
年
十
二
月
︒ 



   
五
︑
現
代
語
訳
部
分
で
︑
訳
者
の
補
い
に
つ
い
て
は
︵
 
︶
で
示
し
た
︒ 

四
︑
書
き
下
し
部
分
に
お
け
る
経
文
の
引
用
に
は
﹁
﹂
を
付
し
て
引
用
範
囲
を
示
し
た
︒ 

二
︑
テ
キ
ス
ト
の
提
示
は
﹃
大
正
蔵
経
﹄
テ
キ
ス
ト
に
準
じ
た
が
︑
書
き
下
し
部
分
で
は
新
字
体
を
用
い
た
︒ 

三
︑
注
番
号
は
書
き
下
し
部
分
の
当
該
語
に
付
し
た
︒ 

一
︑
本
稿
は
﹃
大
正
新
脩
大
蔵
経
﹄
巻
三
十
八
所
収
の
元
暁
﹃
涅
槃
宗
要
﹄
の
テ
キ
ス
ト
︑
二
三
九
頁
上
段
十
三
行
目
か
ら
二
四
一
頁
中
段
十
八
行

目
ま
で
の
範
囲
の
訳
注
を
収
め
る
︒ 

三
︑
凡
例 
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︻
テ
キ
ス
ト
︼﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
八
︑p.239a l.15

〜b l.18
 
 
 
元
暁
師
撰 

是
經
有
其
二
門
︒
一
者
略
述
大
意
︒
二
者
廣
開
分 

別
︒
述
大
意
者
︒
原
夫
涅
槃
之
爲
道
也
無
道
而
無 

非
道
︒
無
住
而
無
非
住
︒
是
知
其
道
至
近
至
遠
︒
證 

斯
道
者
彌
寂
彌
暄
︒
彌
暄
之
故
普
震
八
聲
通
虚 

空
而
不
息
︒
彌
寂
之
故
遠
離
十
相
同
眞
際
而
湛 

然
︒
由
至
遠
故
隨
教
逝
之
綿
歴
千
劫
而
不
臻
︒
由 

至
近
故
忘
言
尋
之
不
過
一
念
而
自
會
也
︒
今
是 

經
者
斯
乃
佛
法
之
大
海
方
等
之
祕
藏
︒
其
爲
教 

也
難
可
測
量
︒
由
良
廣
蕩
無
崖
甚
深
無
底
︒
以
無 

底
故
無
所
不
窮
︒
以
無
崖
故
無
所
不
該
︒
統
衆
典 

之
部
分
歸
萬
流
之
一
味
︒
開
佛
意
之
至
公
和
百 

家
之
異
諍
︒
遂
使
擾
擾
四
生
僉
歸
無
二
之
實
性
︒ 

夢
夢
長
睡
並
到
大
覺
之
極
果
極
果
之
大
覺
也
︒ 

體
實
性
而
忘
心
實
性
之
無
二
︒
混
眞
忘
而
爲
一
︒ 

既
無
二
也
︒
何
得
有
一
眞
忘
混
也
︒
孰
爲
其
實
︒
斯 

即
理
智
都
忘
名
義
斯
絶
︒
是
謂
涅
槃
之
玄
旨
也
︒ 

但
以
諸
佛
證
而
不
位
︒
無
所
不
應
無
所
不
説
︒
是 

謂
涅
槃
之
至
教
也
︒
玄
旨
已
而
不
嘗
寂
︒
至
教
説 

而
未
嘗
言
︒
是
謂
理
教
之
一
味
也
︒
爾
乃
聽
滿
字 

者
咸
蒙
毛
孔
之
益
︒
求
半
偈
者
不
傾
骨
髄
之
摧 

造
逆
罪
者
信
是
經
而
能
滅
︒
燋
善
種
者
依
茲
教 

而
還
生
之
矣
︒
所
言
大
般
涅
槃
經
者
︒
若
也
具
存 

西
域
之
音
︒
應
謂
摩
訶
般
涅
槃
那
︒
此
土
譯
之
言 

大
滅
度
︒
欲
明
如
來
所
證
道
體
周
無
外
︒
用
遍
有 

情
廣
苞
遠
濟
︒
莫
是
爲
先
依
莫
先
義
︒
故
名
爲
大 

體
大
用
無
二
無
別
︒
既
無
彼
崖
可
到
︒
何
有
此
崖 

可
離
︒
無
所
離
故
無
所
不
離
乃
爲
大
滅
︒
無
所
到 

故
無
所
不
到
方
是
大
度
︒
以
是
義
故
名
大
滅
度
︒ 

所
言
經
者
︒
大
聖
格
言
貫
十
方
而
一
揆
︒
歴
千
代 

而
莫
二
法
︒
而
且
常
故
名
爲
經
︒
正
説
之
前
先
序 

時
事
︒
以
之
故
言
序
品
︒
第
一
故
導
大
般
涅
槃
經 

序
品
第
一
︒

  



︻
書
き
下
し
︼ 

今
︑
是
の
経
は
斯
れ
乃
ち
仏
法
の
大
海
︑
方
等
⼋

の
秘
蔵
な
り
︒
其
の
教
た
る
や
測
量
す
べ
き
こ
と
難
し
︒
良
︵
ま
こ
と
︶
に
広
蕩
︑
無
崖
︑
甚

深
︑
無
底
な
る
に
由
る
︒
無
底
九

な
る
を
以
て
の
故
に
窮
ま
ら
ざ
る
所
無
し
︒
無
崖
な
る
を
以
て
の
故
に
該
ね
ざ
る
所
無
し
︒
衆
典
の
部
分
を
統
べ

万
流
の
一
味
に
帰
す
︒
仏
意
の
至
公
を
開
い
て
百
家
の
異
諍
を
和
す
︒
遂
に
擾
擾
︵
じ
ょ
う
じ
ょ
う
︶
の
四
生
⼀
〇

を
し
て
無
二
の
実
性
に
僉
︵
み
な
︶

帰
さ
し
む
︒
夢
夢
︑
長
睡
︑
並
び
に
大
覚
の
極
果
に
到
る
︒
極
果
の
大
覚
た
る
や
実
性
を
体
し
て
忘
心
す
︒
実
性
の
無
二
は
真
忘
を
混
じ
て
一
と
為

す
︒
既
に
二
無
き
な
り
︒
何
ぞ
一
の
真
忘
混
ず
る
こ
と
有
ら
ん
や
︒
い
ず
れ
を
か
そ
の
実
と
為
す
や
︒
斯
れ
即
ち
理
智
都
て
忘
じ
て
︑
名
義
斯
れ
絶

す
︒
是
れ
を
涅
槃
の
玄
旨
と
謂
う
也
︒
但
だ
諸
仏
の
証
を
以
て
位
せ
ず
︒
応
ぜ
ざ
る
所
無
く
説
か
ざ
る
所
無
し
︒
是
れ
を
涅
槃
の
至
教
と
謂
う
也
︒ 

玄
旨
已
で
に
し
て
嘗
て
寂
せ
ず
︒
至
教
説
い
て
未
だ
嘗
て
言
わ
ず
︒
是
れ
を
理
教
の
一
味
と
謂
う
也
︒
爾
し
て
乃
ち
満
字
⼀
⼀

を
聴
く
者
は
咸
く
毛

孔
の
益
を
蒙
り
︑
半
偈
を
求
む
る
者
は
骨
髄
の
摧
を
傾
け
ず
︒
逆
罪
を
造
る
者
は
是
の
経
を
信
じ
て
能
く
滅
す
︒
善
種
を
燋
せ
る
者
は
茲
の
教
に
依

り
て
還
た
こ
れ
を
生
ず
る
な
り
︒
言
う
所
の
大
般
涅
槃
経
と
は
︑
若
し
や
具
さ
に
西
域
の
音
を
存
せ
ば
︑
応
に
摩
訶
般
涅
槃
那
と
謂
う
べ
し
︒
此
の

土
に
之
を
訳
し
て
大
滅
度
と
言
う
︒
如
来
所
証
の
道
は
体
周
く
無
外
な
る
を
明
か
さ
ん
と
欲
す
︒
用
遍
く
︑
有
情
広
く
苞
み
︑
遠
く
済
う
︒
是
れ
を

先
と
為
さ
ざ
れ
ば
︑
依
る
に
先
の
義
無
し
︒
故
に
名
づ
け
て
大
と
為
す
︒
体
大
に
用
は
無
二
に
し
て
無
別
な
り
︒
既
に
無
な
れ
ば
︑
彼
の
崖
の
到
る

べ
き
な
し
︒
な
ん
ぞ
此
の
崖
の
離
る
べ
き
有
ら
ん
や
︒
離
す
る
所
無
き
が
故
に
離
せ
ざ
る
所
無
き
を
乃
ち
大
滅
と
為
す
︒
到
る
所
無
き
が
故
に
到
ら

ざ
る
所
な
し
︒
方
に
是
れ
大
度
な
り
︒
是
の
義
を
以
て
の
故
に
大
滅
度
と
名
づ
く
︒ 

大
意
を
述
ぶ
と
は
︑
原
︵
も
と
︶
よ
り
夫
れ
涅
槃
の
道
⼀

た
る
や
︑
道
無
く
し
て
道
に
非
ざ
る
無
し
︒
住
無
く
し
て
⼆

住
に
非
ざ
る
無
し
︒
是
れ
︑

そ
の
道
の
至
近
に
し
て
至
遠
な
る
を
知
り
︑
斯
の
道
は
弥
寂
に
し
て
弥
暄
三

な
る
を
証
す
︒
弥
暄
の
故
に
普
く
八
声
四

を
震
わ
せ
虚
空
に
通
じ
て
息

ま
ず
︒
弥
寂
の
故
に
十
相
五

を
遠
離
し
て
真
際
六

に
同
じ
て
湛
然
た
り
︒
至
遠
に
由
る
が
故
に
教
に
随
い
之
を
逝
く
に
綿
歴
す
る
こ
と
千
劫
に
し
て

臻
ら
ず
︒
至
近
に
由
る
が
故
に
言
を
忘
れ
て
七

之
を
尋
ぬ
る
こ
と
一
念
に
過
ぎ
ず
し
て
自
ず
か
ら
会
す
也
︒ 

是
の
経
に
そ
の
二
門
有
り
︒
一
に
は
大
意
を
略
述
し
︑
二
に
は
広
く
分
別
を
開
く
︒ 

言
う
所
の
経
と
は
︑
大
聖
の
格
言
に
し
て
︑
十
方
を
貫
い
て
一
揆
な
り
︒
千
代
を
歴
し
て
二
法
な
し
︒
而
し
て
且
つ
常
な
る
が
故
に
名
づ
け
て
経
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 ︻
現
代
語
訳
︼ 

こ
の
経
に
は
二
つ
の
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え
ら
れ
る
︒
一
に
は
大
意
を
略
述
し
︑
二
に
は
広
く
考
察
を
加
え
る
の
二
つ
で
あ
る
︒
大
意
を

略
述
す
る
と
は
︑
も
と
よ
り
涅
槃
に
到
る
道
た
る
や
︑
道
な
ぞ
ど
こ
に
も
無
い
と
言
え
る
し
︑
す
べ
て
が
道
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
︒
拠
り
所
な
ぞ

ど
こ
に
も
な
い
が
︑
同
時
に
す
べ
て
が
拠
り
所
で
あ
る
と
い
え
よ
う
︒
そ
の
道
が
︵
涅
槃
に
︶
最
も
近
い
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
最
も
遠
い
も
の
で

あ
る
こ
と
を
知
り
︑
そ
の
道
が
ま
す
ま
す
寂
静
な
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
ま
す
ま
す
に
ぎ
や
か
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
覚
る
︒
ま
す
ま
す
に
ぎ
や
か

だ
か
ら
こ
そ
八
種
の
声
調
の
声
を
虚
空
に
ひ
ろ
く
響
か
せ
︑
ま
す
ま
す
寂
静
だ
か
ら
こ
そ
︑
十
種
の
あ
り
よ
う
を
離
れ
て
真
理
に
同
じ
︑
静
ま
り
か

え
っ
て
い
る
の
で
あ
る
︒
最
も
遠
い
か
ら
こ
そ
︑
教
え
に
随
っ
て
こ
の
道
を
行
く
に
︑
ど
こ
ま
で
も
続
き
︑
千
劫
を
経
て
も
到
達
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
︒
最
も
近
い
か
ら
こ
そ
︵
教
え
の
︶
言
葉
を
忘
れ
て
道
を
追
求
す
る
に
︑
一
瞬
の
間
に
自
得
す
る
の
で
あ
る
︒ 

と
為
す
︒
正
説
の
前
に
先
に
時
事
を
序
す
︒
之
を
以
て
の
故
に
序
品
と
為
す
︒
第
一
な
る
が
故
に
大
般
涅
槃
経
序
品
第
一
と
導
う
︵
導
＝
噵
︶︒ 
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い
ま
︑
こ
の
﹃
涅
槃
経
﹄
は
仏
法
の
大
海
に
し
て
︑
大
乗
の
秘
密
の
︵
教
え
の
︶
蔵
で
あ
る
︒
そ
の
教
え
は
測
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
︒
そ
れ
ほ

ど
広
々
と
し
て
い
て
果
て
し
が
な
く
︑
非
常
に
奥
深
く
︑
底
な
し
で
あ
る
︒
底
な
し
な
の
で
︵
か
え
っ
て
︶
窮
ま
ら
な
い
と
こ
ろ
が
な
い
︒
果
て
し

が
な
い
の
で
収
め
尽
く
さ
な
い
と
こ
ろ
が
な
い
︒
多
く
の
経
典
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
を
統
一
し
て
︑
す
べ
て
の
流
れ
が
収
束
し
て
一
つ
の
流
れ
に
な

る
よ
う
に
︑
一
つ
の
︵
教
え
の
︶
味
に
帰
一
す
る
︒
仏
の
意
趣
が
万
人
に
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
百
家
の
諍
い
を
和
す
の
で
あ
る
︒

そ
し
て
最
終
的
に
は
騒
が
し
い
衆
生
を
た
だ
一
つ
の
真
実
の
本
性
に
帰
入
せ
し
め
る
︒
夢
を
見
続
け
て
醒
め
な
い
輩
︑
長
い
眠
り
か
ら
覚
め
な
い
輩
︑

彼
ら
も
究
極
の
大
い
な
る
覚
り
と
い
う
結
果
に
到
る
の
で
あ
る
︒
そ
の
究
極
の
お
お
い
な
る
覚
り
た
る
や
︑
真
実
の
本
性
を
そ
の
本
質
と
し
て
い
て
︑

心
の
は
た
ら
き
な
ど
は
も
は
や
抜
け
落
ち
て
い
る
︒
真
実
の
本
性
が
た
だ
一
つ
と
い
う
の
は
︑
真
実
と
虚
妄
と
が
混
じ
て
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
︒
既
に
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
︑
も
う
一
つ
の
真
実
と
虚
妄
と
が
混
じ
る
と
い
う
こ
と
な
ぞ
あ
り
え
な
い
︒︵
真
と
妄
と
が
一
に
な

っ
て
い
る
そ
の
︶
ど
ち
ら
を
真
実
と
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
︒
そ
れ
は
真
理
と
智
慧
と
が
混
然
と
一
体
と
な
り
︑
名
称
も
意
義
も
超
越
し
て
い
る
の

で
あ
る
︒
こ
れ
を
涅
槃
の
奥
深
い
意
趣
︵
玄
旨
︶
と
い
う
の
で
あ
る
︒
た
だ
仏
た
ち
の
覚
り
を
位
置
づ
け
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
︑︵
衆
生
の
は
た
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ら
き
か
け
︶
に
応
じ
な
い
こ
と
は
な
く
︑
教
え
を
説
か
な
い
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
︒
こ
れ
を
涅
槃
の
教
え
の
至
り
︵
至
教
︶
と
い
う
の
で
あ
る
︒ 

玄
旨
は
こ
れ
ま
で
に
冥
寂
し
た
こ
と
は
な
く
︑
至
教
は
こ
れ
ま
で
に
教
と
し
て
説
か
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
こ
れ
を
理
と
教
の
一
味
と
い
う
の

で
あ
る
︒ 

そ
う
で
あ
る
か
ら
完
全
な
教
え
を
聴
く
者
は
︑
皆
ほ
ん
の
髪
の
毛
の
穴
ほ
ど
の
利
益
を
蒙
り
︑
不
完
全
な
偈
を
求
め
る
者
は
︑
骨
髓
が
砕
け
る
よ

う
な
努
力
を
傾
け
る
こ
と
も
な
い
︒
五
逆
罪
を
造
る
者
も
︑
こ
の
﹃
涅
槃
経
﹄
を
信
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
罪
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
︑
善

の
種
を
焼
い
て
し
ま
っ
た
者
も
︑
こ
の
経
に
よ
っ
て
再
び
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
︒ 

言
う
と
こ
ろ
の
﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
と
は
︑
も
し
西
域
の
音
を
詳
し
く
残
せ
ば
﹁
摩
訶
般
涅
槃
那
﹂
と
い
う
べ
き
で
あ
る
︒
中
国
で
こ
れ
を
訳
し
て

﹁
大
滅
度
﹂
と
い
う
の
で
あ
る
︒
如
来
が
証
得
し
た
覚
り
は
︑
そ
の
本
質
は
隅
々
ま
で
行
き
わ
た
り
︑
内
外
の
な
い
こ
と
を
明
か
そ
う
と
す
る
の
で

あ
る
︒
そ
の
覚
り
の
働
き
は
全
周
的
で
︑
衆
生
は
そ
の
内
に
広
く
包
摂
さ
れ
︑
遠
く
救
済
さ
れ
る
の
で
あ
る
︒
こ
れ
を
先
と
し
な
け
れ
ば
︑
依
拠
す

べ
き
︵
先
後
の
︶
先
と
い
う
意
義
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
︒
そ
れ
ゆ
え
名
づ
け
て
﹁
大
﹂
と
す
る
の
で
あ
る
︒︵
覚
り
の
︶
本
質
は
大
き
く
︑
そ
の

働
き
は
無
二
に
し
て
別
物
は
な
い
︒
無
二
で
あ
る
な
ら
ば
到
達
す
べ
き
悟
り
の
彼
岸
も
な
い
︒
な
ら
ば
ど
う
し
て
離
れ
る
べ
き
迷
い
の
此
岸
が
あ
ろ

う
か
︒
離
れ
る
べ
き
所
が
存
在
し
な
い
か
ら
離
れ
な
い
所
が
な
い
と
い
う
の
を
﹁
大
滅
﹂︵
大
い
な
る
滅
︶
と
し
︑
到
達
す
べ
き
所
が
存
在
し
な
い

か
ら
到
達
し
な
い
所
が
な
い
︒
ま
さ
に
こ
れ
こ
そ
が
﹁
大
度
﹂︵
大
い
な
る
渡
り
︶
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
意
義
に
よ
っ
て
﹁
大
滅
度
﹂
と
い
う
の

で
あ
る
︒ 

言
う
所
の
﹁
経
﹂
と
は
︑
偉
大
な
聖
人
の
格
言
で
あ
り
︑
十
方
に
通
じ
て
同
一
の
趣
旨
で
あ
る
︒
幾
時
代
を
も
超
え
︑
二
種
の
教
法
は
存
し
な
い
︒

そ
う
し
て
ま
た
常
住
な
存
在
で
あ
る
か
ら
﹁
経
﹂
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
︒
本
論
と
な
る
説
法
の
前
に
先
に
説
法
の
時
や
状
況
に
つ
い
て
説
い
て
序

と
し
た
の
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
序
品
と
す
る
の
で
あ
る
︒
第
一
番
目
な
の
で
︑﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
序
品
第
一
と
い
う
の
で
あ
る
︒ 

 
 

⼀ 

 
道
は
目
的
の
た
め
の
手
段
の
意
だ
が
︑
仏
典
漢
訳
の
当
初
︑﹁
覚
り
﹂︵bodhi

︶
の
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
︒
こ
こ
で
も
涅
槃
に
到
る
﹁
道
﹂
の
意
の
ほ
か
に
︑
涅
槃

と
い
う
﹁
覚
り
﹂
の
意
味
で
も
解
釈
し
う
る
︒ 



                                        
⼆ 

 
住
無
く
し
て
 
﹁
無
住
﹂
は
﹃
維
摩
経
﹄
を
踏
ま
え
る
︒
同
経
﹁
観
衆
生
品
﹂
に
﹁
又
問
︒
顛
倒
想
孰
爲
本
︒
答
曰
︒
無
住
爲
本
︒
又
問
︒
無
住
孰
為
本
︒
答
曰
︒
無

住
則
無
本
︒
文
殊
師
利
︒
從
無
住
本
立
一
切
法
︒﹂︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
四
︑547c

︶︿
又
問
う
︒
顛
倒
想
は
孰
れ
を
本
と
為
す
や
︒
答
え
て
曰
く
︑
無
住
を
本
と
為
す
︒
又

問
う
︒
無
住
は
孰
れ
を
本
と
為
す
や
︒
答
え
て
曰
く
︑
無
住
な
ら
ば
則
ち
本
無
し
︒
文
殊
師
利
よ
︑
無
住
の
本
よ
り
一
切
法
を
立
つ
る
な
り
﹀ 

三 

 
音
は
ケ
ン
︒
あ
た
た
か
い
︑
の
意
︒﹁
寂
﹂
の
反
対
語
な
ら
ば
﹁
喧
﹂
の
字
が
ふ
さ
わ
し
い
︒
テ
キ
ス
ト
の
錯
誤
か
︒ 

四 

 
八
声
 
﹃
菩
薩
瓔
珞
経
﹄
な
ど
に
は
﹁
復
以
八
聲
震
動
十
方
無
量
佛
國
悉
令
聞
知
﹂︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
六
︑119b14

︶
と
用
例
が
あ
る
が
︑
詳
細
は
未
検
︒ 

五 

 
十
相
 
未
検
︒ 

六 

 
真
際
 
真
実
の
極
み
︑
真
理
の
こ
と
︒︑
真
如
の
同
義
語
︒ 

七 

 
言
を
忘
れ
て
 
﹁
亡
言
﹂
は
﹃
荘
子
﹄
を
踏
ま
え
て
の
表
現
︒﹃
荘
子
﹄
外
物
篇
に
﹁
荃
者
所
以
在
魚
︒
得
魚
而
忘
荃
︒
蹄
者
所
以
在
兔
︒
得
兔
而
忘
蹄
︒
言
者
所
以
在

意
︒
得
意
而
忘
言
﹂︿
筌
と
は
魚
を
在
う
る
所
以
︑
魚
を
得
て
筌
を
忘
る
︒
蹄
は
兔
を
在
う
る
所
以
︑
兔
を
得
て
蹄
を
忘
る
︒
言
は
意
を
在
う
る
所
以
︑
意
を
得
て
言
を
忘

る
﹀
と
あ
る
に
よ
る
︒ 

⼋ 

 
方
等
 
大
乗
の
こ
と
︒vaipulya

の
訳
語
︒ 

九 

無
底
 
空
間
的
に
限
定
さ
れ
な
い
こ
と
︒
奥
深
く
思
惟
を
超
え
て
い
る
こ
と
の
意
で
︑
禅
宗
で
は
執
着
を
離
れ
た
状
態
を
表
現
す
る
語
と
し
て
多
用
さ
れ
る
︒ 

 
⼀
〇  

四
生
 
有
情
︵
衆
生
︶
の
生
ま
れ
方
と
し
て
の
︑
卵
生
︑
濕
生
︑
胎
生
︑
化
生
を
い
い
︑
衆
生
全
体
を
表
す
語
と
し
て
使
わ
れ
る
︒ 

⼀
⼀  

満
字
 
完
全
な
教
え
︑
了
義
の
こ
と
︒﹃
涅
槃
経
﹄
に
出
る
︒
半
字
は
そ
の
反
対
語
︑
不
了
義
の
こ
と
︒ 

  ︻
テ
キ
ス
ト
︼﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
八
 p.239b l.18~p.239c l.8

二
者
廣
開
之
内
有
其
四
門
︒
初
説
因 

縁
︒
次
明
教
宗
︒
三
出
經
體
︒
四
辨
教
迹
︒
第
一
説
經 

因
縁
門
者
︒
問
佛
臨
涅
槃
而
説
是
經
︒
爲
有
因
縁 

爲
無
因
縁
︒
若
無
因
縁
亦
應
無
説
︒
若
有
因
縁
有 

爲
幾
種
︒
答
佛
説
是
經
無
因
無
縁
︒
所
以
然
者
︒
所 

説
之
旨
絶
於
名
言
不
開
因
縁
故
︒
能
説
之
人
離
諸 

分
別
不
思
因
縁
故
︒
無
因
強
説
是
經
︒
如
此
下
文 

言
︒
如
拉
羅
婆
夷
名
爲
食
油
︒
實
不
食
油
強
爲
立 

名
字
爲
食
油
︒
是
大
涅
槃
亦
復
如
是
︒
無
有
因
縁 

強
立
名
字
︒
又
攝
論
云
︒
若
佛
果
是
無
分
別
智
所 
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顯
離
分
別
︒
衆
生
︒
云
何
得
作
衆
生
利
益
事
︒
如
理 

無
倒
爲
顯
無
功
用
作
事
︒
故
重
説
偈
言
︒
譬
摩
尼 

天
鼓
無
思
成
自
事
︒
如
是
不
分
別
種
種
佛
事
成
︒ 

解
云
︒
若
依
是
義
無
因
縁
而
有
所
説
︒
又
復
得
言 

無
因
縁
故
亦
無
所
説
︒
如
是
經
下
文
言
︒
若
知
如 

來
常
不
説
法
是
名
菩
薩
具
足
多
聞
︒
二
夜
經
云
︒ 

從
初
得
道
夜
乃
至
涅
槃
夜
是
二
夜
中
間
不
説
一 

言
字
︒
以
是
證
知
無
因
無
説
︒
或
有
説
者
︒
有
大
因 

縁
佛
説
是
經
︒
所
以
然
者
︒
如
愚
癡
人
都
無
因
縁 

有
無
所
作
︒
智
者
不
爾
︒

 ︻
書
き
下
し
︼ 

二
に
は
広
開
の
内
に
其
の
四
門
あ
り
︒
初
め
に
因
縁
を
説
く
︒
次
に
教
宗
⼀

を
明
か
す
︒
三
に
は
経
の
体
⼆

を
出
だ
す
︒
四
に
は
教
迹
三

を
弁
ず
︒ 

第
一
に
経
を
説
く
因
縁
と
は
︑
問
う
︒
仏
︑
涅
槃
に
臨
み
て
是
の
経
を
説
く
︒
因
縁
有
り
と
や
為
ん
︑
因
縁
無
し
と
や
為
ん
︒
若
し
因
縁
無
く
ん

ば
︑
ま
た
応
に
説
無
か
る
べ
し
︒
若
し
因
縁
あ
ら
ば
︑
幾
種
を
為
す
こ
と
有
る
や
︒
答
う
︒
仏
︑
是
の
経
を
説
く
こ
と
無
因
に
し
て
無
縁
な
り
︒
然

る
所
以
は
︑
所
説
の
旨
名
言
を
絶
し
て
︑
因
縁
を
開
か
ざ
る
が
故
な
り
︒
能
説
の
人
︑
諸
の
分
別
四

を
離
れ
て
因
縁
を
思
わ
ざ
る
が
故
な
り
︒
因
無

く
し
て
強
い
て
是
の
経
を
説
く
︒ 

此
の
下
の
文
に
言
う
が
如
し
︒﹁
拉
羅
婆
夷
五

を
名
づ
け
て
食
油
と
為
す
が
如
し
︒
実
に
油
を
食
せ
ざ
る
を
強
い
て
名
字
を
立
つ
る
こ
と
を
為
し
て

食
油
と
為
す
︒
こ
の
大
涅
槃
も
ま
た
ま
た
是
の
如
し
︒
因
縁
有
る
こ
と
無
く
し
て
︑
強
い
て
名
字
を
立
つ
﹂
と
︒
ま
た
摂
論
に
云
く
︒﹁
若
し
仏
果
六

は
こ
れ
無
分
別
智
七

の
所
顕
に
し
て
︑
衆
生
を
分
別
す
る
と
こ
ろ
を
離
る
れ
ば
︑
云
何
が
衆
生
利
益
の
事
を
作
し
て
︑
理
の
如
く
に
し
て
倒
す
る
こ

と
無
き
を
得
ん
や
︒
無
功
用
⼋

の
作
事
九

を
顕
さ
ん
が
為
の
故
に
重
ね
て
偈
⼀
〇

を
説
い
て
言
く
︒
譬
え
ば
摩
尼
⼀
⼀

と
天
鼓
⼀
⼆

と
は
思
⼀
三

無
く
し
て

自
ら
事
を
成
ず
︒
是
の
如
く
分
別
⼀
四

せ
ず
し
て
種
種
の
仏
事
⼀
五

は
成
ず
る
な
り
⼀
六

﹂
と
︒
解
し
て
云
く
︒
も
し
是
の
義
に
依
ら
ば
︑
因
縁
無
く
し

て
所
説
有
り
︒
又
た
復
た
因
縁
無
き
故
に
亦
た
所
説
無
し
と
言
う
を
得
︒
是
の
経
の
下
の
文
に
言
う
が
如
し
︒﹁
若
し
如
来
常
に
法
を
説
か
ず
と
知

ら
ば
︑
是
を
菩
薩
⼀
七

は
多
聞
を
具
足
⼀
⼋

す
と
名
づ
く
⼀
九

﹂
と
︒
二
夜
経
に
云
く
︒﹁
初
め
て
道
を
得
た
る
夜
従
り
︑
乃
ち
涅
槃
の
夜
に
至
る
ま
で
︑

是
の
二
夜
の
中
間
に
は
一
言
の
字
も
説
か
ず
⼆
〇

﹂
と
︒
是
れ
を
以
っ
て
無
因
無
説
を
證
知
⼆
⼀

す
︒ 
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 ︻
現
代
語
訳
︼ 

こ
れ
ら
の
四
段
の
う
ち
︑
ま
ず
経
の
説
か
れ
た
因
縁
に
つ
い
て
述
べ
る
︒
問
う
︒
仏
︵
釈
尊
︶
は
入
般
涅
槃
を
前
に
し
て
こ
の
経
を
説
く
︒
そ
の

因
縁
は
有
る
の
か
︑
無
い
の
か
︒
も
し
因
縁
が
無
け
れ
ば
経
を
説
く
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
︒
も
し
因
縁
が
あ
れ
ば
︑
そ
の
因
縁
は
何
種
類
か

あ
る
の
か
︒
答
え
る
︒
仏
は
こ
の
経
を
因
縁
無
く
説
い
た
︒
そ
の
理
由
は
︑
説
か
れ
た
内
容
が
言
語
を
超
越
し
て
い
て
因
縁
に
つ
い
て
説
明
し
な
い

か
ら
で
あ
る
︒ま
た
仏
は
分
別
す
る
こ
と
が
な
い
た
め
︑因
縁
に
つ
い
て
考
え
な
い
か
ら
で
あ
る
︒よ
っ
て
因
も
無
く︵
直
接
的
な
原
因
に
よ
ら
ず
︶︑

強
い
て
こ
の
経
を
説
い
た
の
で
あ
る
︒ 

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
で
以
下
の
文
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
︒﹁
拉
羅
婆
夷
を
食
油
と
名
づ
け
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
︒
実
際
は
油
を
食
べ
な
い
も
の

に
対
し
て
強
い
て
そ
の
よ
う
に
名
づ
け
た
の
で
あ
る
︒
大
涅
槃
と
い
う
語
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
因
縁
が
無
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
︑
強

い
て
そ
の
よ
う
に
名
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
︒﹂
ま
た
︑﹃
摂
大
乗
論
﹄
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
︒﹁
も
し
仏
の
位
は
無
分
別
智
で
あ
っ
て
衆

生
を
分
別
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
︑
ど
の
よ
う
に
衆
生
利
益
を
な
し
て
︑
正
し
い
道
理
に
従
っ
て
顛
倒
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
︒
無
功
用

の
作
事
︵
意
思
的
努
力
を
加
え
な
い
働
き
︶
を
顕
ら
か
に
す
る
た
め
の
故
に
さ
ら
に
偈
を
説
い
て
言
う
︒
た
と
え
ば
珠
玉
と
天
鼓
と
は
た
く
ま
ず
し

て
自
然
に
作
用
す
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
理
解
さ
せ
る
よ
う
説
明
す
る
こ
と
な
く
︑
種
種
の
仏
の
教
化
は
達
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
﹂
と
︒
解
釈
し
て
い

う
に
は
︑
こ
の
こ
と
に
依
る
な
ら
ば
︑
因
縁
無
く
し
て
説
か
れ
た
の
で
あ
る
︒
ま
た
︑
因
縁
が
無
い
か
ら
こ
そ
説
か
れ
な
い
と
も
言
う
こ
と
が
で
き

る
︒
こ
の
経
の
下
の
文
に
言
う
︒﹁
も
し
如
来
は
常
に
法
を
説
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
な
ら
︑
こ
れ
を
︑
菩
薩
が
多
く
聞
く
と
い
う
こ
と
を

具
え
て
い
る
と
名
づ
け
る
﹂
と
︒﹃
二
夜
経
﹄
に
言
う
に
は
︑﹁︵
釈
尊
が
︶
初
め
て
さ
と
り
を
得
た
夜
よ
り
︑
涅
槃
に
至
っ
た
夜
に
至
る
ま
で
︑
こ

或
い
は
有
る
の
説
く
と
は
︑
大
因
縁
有
り
て
︑
仏
是
の
経
を
説
く
︒
然
る
所
以
は
︑
愚
癡
人
⼆
⼆

都
て
因
縁
無
く
し
て
無
所
作
⼆
三

有
る
が
如
し
︒

智
者
は
爾
ら
ず
︒ 

第
二
に
︑
広
く
考
察
を
加
え
る
部
分
を
四
段
と
す
る
︒
一
段
目
は
経
の
説
か
れ
た
因
縁
︵
い
わ
れ
︶
を
述
べ
る
︒
二
段
目
は
教
え
の
中
心
と
な
る

点
を
明
か
す
︒
三
段
目
は
経
の
本
質
に
つ
い
て
説
く
︒
四
段
目
は
言
教
に
つ
い
て
説
く
︒ 
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の
二
夜
の
間
に
は
一
言
の
教
え
も
説
い
て
い
な
い
﹂
と
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
︑
因
縁
が
な
い
か
ら
こ
そ
説
か
れ
な
い
の
だ
と
わ
か
る
の
で
あ
る
︒ 

あ
る
い
は
有
る
人
が
説
く
に
は
︑
説
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
は
︑
大
い
に
因
縁
が
あ
り
︑
仏
は
こ
の
経
を
説
い
た
の
で
あ
る
︒
そ
の
理
由
は
︑
愚

か
な
人
に
は
み
な
因
縁
な
く
な
す
べ
き
こ
と
が
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
︒
智
者
は
そ
う
で
は
な
い
︒ 

 
 

⼀ 

 
宗
︵
む
ね
︶
 
中
心
と
な
る
も
の
︒ 

⼆ 

 
体
 
働
き
の
も
と
と
な
る
実
体
︒
本
質
︒ 

三 

 
教
迹
 
仏
の
説
か
れ
た
教
え
の
あ
と
︒
言
教
︒ 

四 

 
分
別
 
心
の
働
き
が
対
象
を
思
惟
し
︑
計
量
す
る
こ
と
︒
あ
れ
こ
れ
判
断
す
る
こ
と
︒ 

五 

拉
羅
婆
夷

tailapāyika

の
訳
語
︒
ゴ
キ
ブ
リ
の
意
︒
原
文
で
は
﹁
拉
羅
婆
夷
﹂
で
な
く
﹁
抵
羅
婆
夷
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒ 

 

 

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑p747b ll.16

〜19

︶ 

﹁
如
坻
羅
婆
夷
名
爲
食
油
︒
實
不
食
油
︒
強
爲
立
名
︒
名
爲
食
油
︒
是
名
無
因
強
立
名
字
︒
善
男
子
︒
是
大
涅
槃
亦
復
如
是
︒
無
有
因
縁
強
爲
立
名
︒﹂ 

六 

 
仏
果 

修
行
の
因
に
よ
っ
て
達
せ
ら
れ
る
仏
の
位
︒ 

七 

 
無
分
別
智 

主
観
︑
客
観
の
相
を
離
れ
て
平
等
に
働
く
真
実
の
智
慧
︒
概
念
的
思
惟
を
超
え
た
真
実
智
︒ 

⼋ 

 
無
功
用 

自
然
の
ま
ま
で
な
ん
ら
の
造
作
︑
意
志
的
努
力
を
加
え
な
い
こ
と
︒ 

︵
功
用

努
力
︒
身
口
意
の
動
作
︒
働
き
︒
作
用
︒︶ 

 

九 

作
事 

活
動
︒
な
す
べ
き
こ
と
を
実
行
す
る
︒
働
き
︒
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
︒ 

 
⼀
〇  

偈
 gāthā

の
音
写
と
い
わ
れ
る
︒
ま
た
伽
陀
と
も
音
写
す
る
︒
経
・
論
な
ど
の
う
ち
で
︑
仏
の
教
え
を
詩
句
に
よ
っ
て
述
べ
た
も
の
︒
あ
る
い
は
仏
・
菩
薩
の
徳
を

た
た
え
た
詩
句
︒ 

⼀
⼀  

摩
尼
 m

aṇi

の
音
写
︒
珠
・
宝
・
離
垢
・
如
意
と
漢
訳
す
る
︒
珠
玉
の
総
称
︒
／
如
意
珠
︒ 

※
摩
尼
珠
 
珠
玉
の
総
称
︒
宝
珠
︒
珠
玉
は
悪
を
去
り
︑
濁
水
を
清
ら
か
に
し
︑
災
難
を
さ
け
る
徳
が
あ
る
と
さ
れ
る
︒
／
振
多
摩
尼
の
略
︒
如
意
珠
を
さ
す
︒
ま
た
︑

如
意
珠
に
譬
え
ら
れ
る
仏
性
の
こ
と
を
い
う
場
合
も
あ
る
︒ 

⼀
⼆  

天
鼓
 
忉
利
天
の
善
法
堂
に
あ
る
鼓
︒
打
た
な
く
て
も
︑
お
の
ず
か
ら
妙
音
を
発
す
る
と
い
う
︒ 

⼀
三  

思
 
心
の
動
機
づ
け
の
作
用
︒
心
が
あ
る
方
面
に
動
機
づ
け
ら
れ
る
こ
と
︒
／
心
の
造
作
︑
意
の
は
た
ら
き
と
解
せ
ら
れ
る
︒
志
向
︒
思
考
︒
五
遍
行
の
心
所
の
一
つ
︒

身
・
語
・
意
の
三
業
を
つ
く
る
心
作
用
で
あ
り
︑
業
の
体
︒ 



                                        
⼀
四  

分
別
 
あ
れ
こ
れ
分
け
て
考
え
る
こ
と
︒
／
人
び
と
に
理
解
さ
せ
る
よ
う
に
分
け
て
説
く
︒
／
正
し
い
智
慧
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
い
う
︒
／
知
識
を
も
っ
て
す
る
理

解
︒
対
象
を
思
慮
す
る
こ
と
︒ 

⼀
五  

仏
事
 
仏
の
な
す
べ
き
仕
事
︑
仏
の
教
化
を
さ
す
︒
衆
生
を
救
う
事
業
活
動
︒
仏
の
所
作
︒ 

⼀
六 

﹃
摂
大
乗
論
釈
﹄︵
世
親
釈
︑
真
諦
訳
︶
 
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
十
一
︑p.243a ll.2~7

︶ 

﹁
若
佛
果
是
無
分
別
智
所
顯
離
分
別
衆
生
︒
云
何
得
作
衆
生
利
益
事
︒
如
理
不
倒
︒
爲
顯
無
功
用
作
事
︒
故
重
説
偈 

論
曰 譬

摩
尼
天
鼓

無
思
成
自
事
 
如
此
不
分
別
 
種
種
佛
事
成
﹂ 

 

⼀
七  

菩
薩
 bodhi-sattva

の
音
写
︒
さ
と
り
の
成
就
を
欲
す
る
人
︒
さ
と
り
の
完
成
に
努
力
す
る
人
︒
仏
に
な
ろ
う
と
志
す
者
︒ 

⼀
⼋  

具
足
 
具
え
て
い
る
こ
と
︒
具
わ
り
︑
満
ち
足
り
て
い
る
こ
と
︒ 

⼀
九 

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑p.520b ll.8~9

︶ 

﹁
是
事
若
知
如
來
常
不
説
法
︒
亦
名
菩
薩
具
足
多
聞
︒﹂ 

⼆
〇 

﹃
二
夜
経
﹄
に
つ
い
て
は
詳
細
未
検
︒
た
だ
し
︑﹃
大
智
度
論
﹄
他
︑
多
く
の
典
籍
で
﹁
二
夜
經
﹂
の
語
が
見
ら
れ
る
︒ 

た
と
え
ば
︑﹃
大
智
度
論
﹄︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
十
五
︑p.59c ll.5~7

︶
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
︒ 

﹁
人
不
聞
法
︒
凡
人
著
於
我
︒
又
佛
二
夜
經
中
説
︒
佛
初
得
道
夜
至
般
涅
槃
夜
︒
是
二
夜
中
間
所
説
經
教
︒
一
切
皆
實
不
顛
倒
︒﹂ 

⼆
⼀  

證
知
 
は
っ
き
り
と
知
る
こ
と
︒ 

⼆
⼆  

愚
癡
人
 
愚
か
な
人
︒ 

⼆
三  

所
作
 
義
務
︒︵
修
行
者
の
︶
な
す
べ
き
こ
と
︒
／
身
・
口
・
意
の
三
業
を
能
作
と
解
す
の
に
対
し
︑
そ
れ
が
発
動
す
る
こ
と
を
い
う
︒ 

  ︻
テ
キ
ス
ト
︼p.239c ll.8~23

有
深
所
以
乃
有
所
作
︒
如 

智
度
論
云
︒
譬
如
須
彌
山
王
不
以
無
因
縁
及
小
因 

縁
而
自
動
作
︒
諸
佛
亦
爾
︒
不
無
因
縁
而
有
所
説
︒ 

依
是
文
意
有
因
有
説
︒
若
依
是
意
説
此
經
因
有 

總
有
別
︒
別
而
論
之
因
縁
無
量
︒
所
以
然
者
︒
大
人 

發
言
必
不
徒
説
︒
一
偈
一
句
各
有
因
縁
︒
一
言
之 
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内
亦
有
衆
縁
︒
此
經
梵
本
有
二
萬
五
千
偈
則
有 

二
萬
五
千
因
縁
︒
隨
其
一
偈
皆
有
四
句
︒
則
十
萬 

句
有
爾
許
因
縁
︒
又
一
一
句
各
有
諸
縁
︒
由
是
言 

之
有
無
量
縁
︒
別
縁
如
是
不
可
具
陳
︒
總
因
縁
者 

如
來
宜
以
大
因
縁
而
説
是
經
︒
所
謂
欲
顯
諸
佛 

出
世
之
大
意
故
︒
如
法
花
經
言
︒
諸
佛
如
來
唯
以 

一
事
因
縁
故
出
現
於
世
乃
至
廣
説
︒
又
此
經
菩 

薩
品
云
︒
若
有
人
能
供
養
恭
敬
無
量
諸
佛
︒
方
乃 

得
聞
大
涅
槃
經
︒
所
以
者
何
︒
大
徳
之
人
乃
能
得 

聞
如
是
大
事
︒

 ︻
書
き
下
し
︼ 

深
き
所
以
有
り
て
乃
ち
所
作
⼀

あ
り
︒﹃
智
度
論
﹄
⼆

に
云
う
が
如
し
︒﹁
譬
え
ば
︑
須
弥
山
王
三

の
無
因
縁
及
び
小
因
縁
を
以
て
す
れ
ど
も
自
ら
動

作
せ
ざ
る
が
如
し
四

﹂
と
︒
諸
仏
も
亦
た
爾
り
︒
因
縁
無
く
し
て
所
説
有
ら
ず
︒
是
の
文
の
意
に
依
ら
ば
因
有
り
て
説
有
り
︒
若
し
是
の
意
に
依
り

て
比
の
経
の
因
を
説
か
ば
総
有
り
別
有
り
︒
別
し
て
之
を
論
ず
れ
ば
因
縁
無
量
な
り
︒
然
る
所
以
は
︑
大
人
五

言
を
発
す
る
に
必
ず
徒
に
説
か
ず
︒

一
偈
一
句
に
各
因
縁
有
り
︒
一
言
の
内
に
亦
た
衆
く
の
縁
有
り
︒
此
の
経
の
梵
本
に
二
萬
五
千
偈
有
れ
ば
︑
則
ち
二
萬
五
千
の
因
縁
有
り
︒
其
の
一

偈
に
随
っ
て
皆
四
句
有
り
︒
則
ち
十
萬
句
に
爾
許
の
因
縁
有
り
︒ 

又
一
一
の
句
に
各
諸
の
縁
有
り
︒
是
れ
に
由
り
て
之
を
言
わ
ば
︑
無
量
の
縁
有
り
︒
別
縁
は
是
く
の
如
く
具
さ
に
陳
ぶ
べ
か
ら
ず
︒
総
の
因
縁
は
︑

如
来
宜
し
く
大
因
縁
を
以
て
是
の
経
を
説
き
た
も
う
べ
し
︒
所
謂
諸
仏
出
世
の
大
意
を
顕
さ
ん
と
欲
す
る
が
故
な
り
︒
法
華
経
に
言
う
が
如
し
︒﹁
諸

仏
如
来
は
唯
一
事
の
因
縁
を
以
て
の
故
に
世
に
出
現
し
た
も
う
六

﹂
と
︒
乃
至
広
説
せ
ば
︑
又
此
の
経
の
菩
薩
品
に
云
く
︑﹁
若
し
人
有
り
て
︑
能
く

無
量
の
諸
仏
を
供
養
七

し
恭
敬
⼋

せ
ば
︑
方
に
乃
ち
大
涅
槃
経
を
聞
く
こ
と
を
得
ん
︒
所
以
は
何
ん
︒
大
徳
九

の
人
は
乃
ち
能
く
是
く
の
如
き
の
大
事

⼀
〇

を
聞
く
こ
と
を
得
⼀
⼀

﹂
と
︒ 

 ︻
現
代
語
訳
︼ 

深
い
理
由
が
あ
っ
て
︑
な
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
︒﹃
大
智
度
論
﹄
で
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
︒﹁
ち
ょ
う
ど
︑
須
彌
山
王
が
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因
縁
な
く
し
て
は
︑
あ
る
い
は
小
因
縁
に
よ
っ
て
は
自
ら
動
か
な
い
こ
と
と
同
じ
だ
﹂
と
︒
諸
仏
も
ま
た
そ
の
よ
う
で
あ
る
︒
因
縁
が
な
け
れ
ば
︑

教
え
が
鋭
か
れ
る
こ
と
は
な
い
︒
こ
の
文
︵
大
智
度
論
︶
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
な
ら
ば
︑
因
縁
が
あ
っ
て
説
く
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
︒
も

し
こ
の
意
に
よ
っ
て
︑
こ
の
経
を
説
い
た
因
縁
に
つ
い
て
説
く
な
ら
ば
︑
総
論
と
各
論
が
あ
る
︒
個
別
に
論
ず
る
と
︑︵
涅
槃
経
が
説
か
れ
た
︶
因

縁
の
数
は
限
り
が
な
い
︒
そ
の
理
由
は
︑
転
輪
王
や
仏
な
ど
の
偉
大
な
人
物
は
教
え
の
言
葉
を
無
駄
に
発
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
︒
一
偈
一

句
に
そ
れ
ぞ
れ
因
縁
が
あ
る
︒
一
つ
の
言
葉
の
中
に
ま
た
多
く
の
因
縁
が
あ
る
︒
こ
の
経
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
テ
キ
ス
ト
に
は
︑
二
万
五
千
の
偈
が

あ
り
︑
そ
れ
は
つ
ま
り
二
万
五
千
の
因
縁
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
そ
の
一
つ
の
偈
の
中
に
︑
そ
れ
ぞ
れ
四
つ
の
句
が
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
十
万

句
に
多
く
の
因
縁
が
あ
る
︒ 

ま
た
一
つ
一
つ
の
句
に
そ
れ
ぞ
れ
多
く
の
因
縁
が
あ
る
︒
こ
れ
に
従
っ
て
言
う
な
ら
ば
︑
無
量
の
因
縁
が
あ
る
こ
と
と
な
る
︒
各
論
の
因
縁
は
以

上
の
ご
と
く︵
無
量
な
の
で
︶詳
し
く
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒総
論
で
の
因
縁
は
如
来
は
大
因
縁
に
よ
っ
て
こ
の
経
を
説
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
︒

い
わ
ゆ
る
多
く
の
仏
が
︑
世
に
出
現
さ
れ
る
こ
と
の
目
的
を
表
そ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
︒﹃
法
華
経
﹄
で
次
の
よ
う
に
言
う
が
ご
と
く
で
あ
る
︒﹁
多

く
の
仏
︑
如
来
は
た
だ
一
つ
の
大
事
な
い
わ
れ
の
み
の
故
に
世
に
出
現
さ
れ
る
︒﹂
と
︒
さ
ら
に
広
説
す
れ
ば
︑
ま
た
︑
こ
の
経
︵
涅
槃
経
︶
の
菩

薩
品
に
次
の
よ
う
に
あ
る
︒﹁
も
し
︑
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
仏
を
供
養
し
敬
え
ば
︑
す
な
わ
ち
︑
大
涅
槃
経
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
︒
そ

れ
は
な
ぜ
か
︒
た
く
さ
ん
の
功
徳
を
積
ん
だ
人
は
︑︵
つ
ま
り
そ
の
功
徳
で
︶
仏
の
大
事
︵
な
説
法
︶
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
︒﹂ 

                                        

         

 

⼀ 

所
作
 
な
す
べ
き
こ
と
︒
行
い
︒
ふ
る
ま
い
︒
つ
く
ら
れ
た
も
の
︒ 

 
⼆  

﹃
智
度
論
﹄︵
竜
樹
著
︶
大
乗
仏
教
の
初
期
の
論
書
で
あ
り
︑
大
品
般
若
経
を
逐
条
的
に
解
釈
し
た
注
釈
書
︒ 

三 

須
弥
山
 
古
代
イ
ン
ド
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
に
よ
れ
ば
︑
世
界
の
中
心
に
高
く
そ
び
え
る
巨
大
な
山
︒ 

 
四  

﹃
大
智
度
論
﹄︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
二
十
五
︑p.57c l.25

︶ 

﹁
譬
如
須
彌
山
王
不
以
無
事
及
小
因
縁
而
動
︒﹂ 

五 

大
人
 
転
輪
王
︑
ま
た
は
仏
・
菩
薩
を
い
う
︒
立
派
な
人
︒ 

 
六  

﹃
妙
法
蓮
華
経
﹄
鳩
摩
羅
什
訳
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
九
︑p.7a l.21~l.23

︶ 
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﹁
唯
以
一
大
事
因
縁
故
出
現
於
世
︒
舍
利
弗
︒
云
何
名
諸
佛
世
尊
︒
唯
以
一
大
事
因
縁
故
出
現
於
世
︒﹂ 

七 

 
供
養
 
奉
仕
す
る
こ
と
︒
尊
敬
を
も
っ
て
仕
え
︑
世
話
す
る
こ
と
︒ 

⼋ 

 
恭
敬
 
敬
い
︑
つ
つ
し
む
こ
と
︒
尊
敬
︒
仰
ぎ
見
る
こ
と
︒ 

九 

大
徳
 
徳
あ
る
人
︒
徳
行
の
あ
る
者
の
意
︒ 

 
⼀
〇  

大
事
 
法
華
経
で
は
︑
一
大
事
因
縁
の
略
︒
最
も
大
切
な
こ
と
︒
／
仏
が
こ
の
世
に
出
現
し
た
こ
と
の
意
味
︒
釈
尊
が
こ
の
世
に
出
現
し
た
た
だ
一
つ
の
目
的
︒
ひ
い

て
は
修
行
の
眼
目
︒
修
行
し
て
悟
り
を
開
く
こ
と
︒
た
だ
し
︑
こ
こ
で
の
﹁
大
事
﹂
と
は
︑
仏
が
涅
槃
経
を
説
く
こ
と
を
指
す
︒ 

⼀
⼀ 

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑p.658c ll.17~20

︶ 

﹁
若
有
人
能
供
養
恭
敬
無
量
諸
佛
︒
方
乃
得
聞
大
涅
槃
經
︒
薄
福
之
人
則
不
得
聞
︒
所
以
者
何
︒
大
徳
之
人
乃
能
得
聞
如
是
大
事
︒﹂ 

た
だ
し
︑﹁
薄
福
之
人
則
不
得
聞
︒﹂
の
一
文
は
﹃
涅
槃
宗
要
﹄
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
︒ 

  ︻
テ
キ
ス
ト
︼p.239c l.23~p.240a l.1

何
等
爲
大
︒
所
謂
諸
佛
甚
深
祕
藏 

如
來
之
性
︒
以
是
義
故
名
爲
大
事
︒
解
云
︒
今
説
是 

經
之
時
正
臨
一
化
之
終
日
究
意
顯
示
諸
佛
大
意
︒ 

所
謂
總
括
成
道
以
來
隨
機
所
説
一
切
言
教
︒
悉 

爲
示
一
味
之
道
︒
普
今
歸
趣
無
二
之
性
︒
十
方
世 

一
切
諸
佛
悉
同
是
意
無
二
無
別
︒
是
謂
諸
佛
出 

世
大
意
︒
是
名
如
來
甚
深
祕
藏
︒
由
有
如
是
一
大 

因
縁
︒
是
故
如
來
説
是
大
經
︒

 ︻
書
き
下
し
︼ 
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﹁
何
等
を
か
大
と
為
す
︒
所
謂
諸
仏
の
甚
深
秘
蔵
如
来
の
性
な
り
︒
是
の
義
を
以
っ
て
の
故
に
︑
名
づ
け
て
大
事
と
為
す
⼀

﹂
と
︒
解
し
て
云
く
︒

今
是
の
経
を
説
く
時
︑
正
に
一
化
の
終
日
に
臨
み
て
︑
意
を
究
め
諸
仏
の
大
意
を
顕
示
す
︒
所
謂
成
道
⼆

以
来
の
機
三

に
随
う
所
説
の
一
切
の
言
教

を
総
括
し
︑
悉
く
為
に
一
味
四

の
道
を
示
し
︑
普
く
今
無
二
の
性
に
帰
趣
す
︒
十
方
の
世
の
一
切
の
諸
仏
悉
く
是
を
同
じ
く
し
て
意
に
二
無
く
別
無



     ︻
現
代
語
訳
︼ 

し
五

︒
是
れ
を
諸
仏
出
世
の
大
意
と
謂
う
︒
是
れ
を
如
来
甚
深
の
秘
蔵
と
名
づ
く
︒
是
く
の
如
き
の
一
大
因
縁
有
る
に
由
り
て
︑
是
の
故
に
如
来
是

の
大
経
を
説
く
︒ 

﹁
何
を
も
っ
て
︿
大
﹀
と
す
る
の
か
︒
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
仏
陀
達
の
深
奥
な
秘
密
の
教
え
で
あ
る
仏
陀
に
な
る
可
能
性
︵
仏
性
︶
で
あ
る
︒
こ
の

意
義
に
よ
っ
て
︑
大
事
と
言
う
の
で
あ
る
︒﹂
解
釈
し
て
言
う
に
は
︑
今
こ
の
経
を
説
く
時
︑
釈
迦
仏
の
教
化
の
終
わ
り
の
日
に
臨
み
︑
意
を
究
め

て
仏
性
を
示
す
の
で
あ
る
︒
い
わ
ゆ
る
成
道
以
来
︵
仏
が
︶
相
手
の
素
質
に
応
じ
て
説
か
れ
た
一
切
の
教
え
を
総
括
し
︑
悉
く
全
て
平
等
な
︵
仏
の
︶

道
を
示
し
︑
広
く
今
た
だ
一
つ
の
本
性
に
趣
く
の
で
あ
る
︒
十
方
世
界
の
一
切
の
諸
仏
も
こ
れ
に
同
じ
く
し
て
︑
そ
の
意
義
に
二
つ
な
く
別
の
も
の

は
な
い
︒
こ
れ
を
諸
仏
が
世
に
出
現
す
る
大
き
な
意
趣
と
言
う
︒
こ
れ
を
如
来
の
甚
深
の
秘
蔵
と
名
づ
け
る
︒
こ
の
よ
う
な
一
つ
の
大
き
な
い
わ
れ

が
有
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
こ
の
故
に
如
来
は
こ
の
大
般
涅
槃
経
を
説
か
れ
た
も
う
の
で
あ
る
︒ 

                                        

         

 

⼀  

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑p.658c ll.21~22
︶ 

﹁
何
等
爲
大
︒
所
謂
諸
佛
甚
深
祕
藏
如
來
性
是
︒
以
是
義
故
名
爲
大
事
︒﹂ 

⼆ 

 
成
道
 
悟
り
︒
悟
り
を
開
く
こ
と
︒
／
釈
尊
が
菩
提
樹
下
で
諸
の
魔
を
伏
し
︑
悟
り
を
完
成
し
た
こ
と
を
い
う
︒
／
如
来
が
言
語
に
よ
っ
て
示
し
た
教
え
︒
言
い
表
し
︒ 

三 

 
機
 
機
根
の
こ
と
を
指
す
︒ 

機
根

教
え
を
聞
い
て
修
行
を
し
得
る
能
力
︒
／
衆
生
の
根
性
・
性
質
︒ 

 

四 

 
一
味
 
事
︵
諸
現
象
︶
ま
た
は
理
︵
本
質
︶
の
平
等
で
あ
る
こ
と
を
︑
海
水
の
す
べ
て
が
同
一
の
塩
味
で
あ
る
こ
と
に
喩
え
る
︒
ま
た
︑
無
差
別
で
あ
る
こ
と
︒ 

五 

 
無
二
無
別
 
対
立
も
差
別
も
な
い
こ
と
︒
／
別
々
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
︒ 
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︻
テ
キ
ス
ト
︼p.240a ll.1~8

如
是
總
門
一
大
因 

縁
即
攝
別
門
無
量
因
縁
︒
以
其
衆
縁
不
出
一
意
︒ 

問
彼
初
師
義
無
因
無
説
︒
此
後
師
意
有
因
有
説
︒ 

如
是
二
説
何
得
何
失
︒
或
有
説
者
︒
二
説
悉
得
︒
皆 

依
經
典
不
相
妨
故
︒
雖
非
不
然
故
説
有
無
無
而 

非
定
然
故
不
相
違
︒
説
經
因
縁
應
如
是
知
︒
第
二 

辨
教
宗
者
︒
此
經
宗
旨
説
者
不
同
︒
有
師
説
言
︒
經 

文
始
終
所
詮
衆
義
以
爲
經
宗
︒

 ︻
書
き
下
し
︼ 

是
く
の
如
く
総
門
の
一
大
因
縁
は
即
ち
別
門
の
無
量
因
縁
を
摂
す
︒
其
の
衆
く
の
縁
を
以
て
す
と
も
一
意
を
出
で
ず
︒
問
う
︑
彼
の
初
師
の
義
は

因
無
く
し
て
説
無
し
︒
こ
の
後
の
師
の
意
は
因
有
り
て
説
有
り
︒
是
く
の
如
き
の
二
説
は
何
れ
の
得
︑
何
れ
の
失
な
ら
ん
︒
或
い
は
有
る
の
説
く
は
︑

二
説
悉
く
得
と
︒
皆
経
典
に
依
り
て
相
い
妨
げ
ざ
る
が
故
な
り
︒
然
ら
ず
に
非
ざ
る
が
故
に
有
無
を
説
く
と
雖
も
︑
無
に
し
て
定
ん
で
然
る
に
非
ざ

る
が
故
に
相
い
違
わ
ず
︒
経
の
因
縁
を
説
く
こ
と
応
に
是
く
の
如
く
知
る
べ
し
︒ 

第
二
に
教
宗
⼀

を
弁
ず
と
は
︑
こ
の
経
の
宗
旨
⼆

︑
説
か
ば
不
同
な
り
︒
有
る
師
の
説
い
て
言
わ
く
︒
経
文
の
始
終
の
所
詮
の
衆
く
の
義
︑
以
て

経
宗
三

と
為
す
と
︒ 

 ︻
現
代
語
訳
︼ 

 19 

こ
の
よ
う
に
総
論
の
一
大
因
縁
は
各
論
の
無
量
の
因
縁
を
含
ん
で
い
る
︒
そ
れ
ら
多
く
の
因
縁
が
あ
っ
て
も
た
だ
一
つ
の
意
趣
を
出
な
い
︒
問
う
︑

か
の
最
初
の
師
の
意
義
は
因
が
無
け
れ
ば
説
法
す
る
こ
と
は
無
い
と
い
う
︒
こ
の
後
の
師
の
考
え
は
因
が
有
っ
て
説
法
が
あ
る
と
い
う
︒
こ
の
よ
う

な
二
つ
の
説
は
ど
の
点
で
正
し
く
︑
ど
の
点
で
誤
っ
て
い
る
の
か
︒
あ
る
い
は
あ
る
説
で
は
︑
二
つ
の
説
は
ど
ち
ら
も
す
べ
て
正
し
い
︒︵
こ
れ
ら

二
説
は
︶
皆
経
典
に
依
っ
て
お
り
︑
ど
ち
ら
の
説
も
お
互
い
に
矛
盾
せ
ず
同
時
に
成
り
立
つ
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
︒︵
こ
れ
ら
の
説
が
す
べ
て
正
し

い
と
い
う
こ
と
は
︶
そ
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
︑
有
因
・
無
因
を
説
い
て
い
る
と
言
っ
て
も
︑
無
で
あ
っ
て
も
は
っ
き
り
と
そ
う
だ
と
言
っ
て
い
る



わ
け
で
は
な
い
の
で
両
者
は
違
わ
な
い
︒
経
の
因
縁
を
説
く
こ
と
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
で
あ
る
と
知
る
べ
き
で
あ
る
︒ 

第
二
に
教
旨
を
説
く
と
は
︑
こ
の
経
の
要
点
を
説
く
な
ら
ば
︑
同
じ
で
は
な
い
︒
あ
る
師
が
説
い
て
言
う
に
は
︑
経
全
体
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と

の
多
く
の
教
義
を
そ
の
経
の
本
旨
と
す
る
と
︒ 

                                         

         

⼀ 

 
教
宗
 
教
え
︒ 

⼆ 

 
宗
旨
 
根
本
の
趣
意
︒
一
つ
の
宗
派
の
教
理
や
宗
義
の
要
旨
︒ 

三 

 
経
宗
 
或
る
経
典
に
説
か
れ
た
教
え
の
骨
格
と
な
っ
て
い
る
主
要
点
︒︵
中
村
元
﹃
広
説
仏
教
語
大
辞
典
﹄
よ
り
︶ 

  ︻
テ
キ
ス
ト
︼p.240a ll.8~15

對
問
而
言
︒
即
有 

六
六
三
十
六
義
︒
所
謂
第
一
長
壽
因
果
乃
至
最 

後
諸
陰
法
門
︒
或
有
説
者
︒
四
種
大
義
爲
此
經
宗
︒ 

何
等
爲
四
︒
一
者
大
涅
槃
圓
極
妙
果
具
足
三
事 

 

及
與
四
徳
︒
二
者
一
切
衆
生
悉
有
佛
性
︒
煩
惱
覆 

故
不
能
見
︒
三
者
三
寶
佛
性
同
體
無
二
︒
四
者
闡 

提
謗
法
執
性
二
乘
︒
悉
當
作
佛
︒
如
是
四
義
以
爲 

其
宗
︒

 ︻
書
き
下
し
︼ 
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問
い
に
対
し
て
言
わ
く
︒
即
ち
六
六
三
十
六
義
有
り
︒
所
謂
第
一
の
長
寿
の
因
果
よ
り
乃
ち
最
後
の
諸
陰
⼀

の
法
門
に
至
る
︒
或
い
は
有
る
の
説

く
は
︑
四
種
の
大
の
義
を
此
の
経
の
宗
と
為
す
︒
何
等
を
か
四
と
為
す
︒
一
に
は
︑
大
涅
槃
の
円
極
⼆

の
妙
果
三

は
三
事
四

及
び
四
徳
五

を
具
足
す
︒

二
に
は
︑
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
六

︒
煩
悩
覆
う
が
故
に
見
る
こ
と
能
わ
ず
︒
三
に
は
︑
三
宝
と
仏
性
七

は
同
体
に
し
て
無
二
な
り
︒
四
に
は
︑
闡
提
⼋

の
謗
法
九

︑
執
性
の
二
乗
⼀
〇

も
︑
悉
く
当
に
仏
と
作
る
べ
し
︒
是
く
の
如
き
四
義
︑
以
て
其
の
宗
と
為
す
︒ 



 ︻
現
代
語
訳
︼ 

問
い
に
つ
い
て
言
う
︒
す
な
わ
ち
六
六
︑
三
十
六
の
意
義
が
あ
る
︑
と
︒
つ
ま
り
︑
第
一
の
︵
仏
の
︶
長
寿
の
意
義
か
ら
︑
最
後
の
五
蘊
の
集
ま

り
と
し
て
の
身
心
の
法
門
ま
で
で
あ
る
︒
あ
る
人
が
説
く
に
は
︑
四
種
類
の
大
の
意
義
を
こ
の
経
の
旨
と
な
す
︑
と
︒
四
種
類
と
は
何
か
︒
一
に
は
︑

大
般
涅
槃
と
い
う
円
満
至
極
の
す
ば
ら
し
い
結
果
は
︑︵
戒
・
定
・
慧
の
︶
三
つ
と
︵
常
・
楽
・
我
・
浄
の
︶
四
つ
の
徳
性
を
具
え
て
い
る
︒
二
に

は
︑
生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
︑
す
べ
て
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
仏
に
な
り
う
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
︒
煩
悩
が
覆
っ
て
い
る
た
め
に
仏
性
を
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
︒
三
に
は
︑︵
仏
・
法
・
僧
の
︶
三
宝
と
仏
性
と
が
︑
同
一
体
に
し
て
た
だ
一
つ
で
あ
る
︒
四
に
は
︑
一
闡
提
の
経

の
誹
謗
者
も
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
本
性
に
と
ら
わ
れ
る
︵
声
聞
と
縁
覚
の
︶
二
乗
も
み
な
︑
す
べ
て
仏
と
な
る
︒
以
上
の
四
つ
の
意
義
を
︑
そ
の
本
旨
と

な
す
の
で
あ
る
︒ 

                                        

         

 

⼀ 

 
諸
陰
 
個
体
︑
個
人
存
在
を
意
味
す
る
︒﹁
陰
﹂
は
﹁
蘊
﹂
の
こ
と
で
︐
五
蘊
を
い
う
︒ 

⼆ 

 
円
極
 
円
満
至
極
︒
円
満
で
あ
り
︑
究
極
に
達
す
る
こ
と
︒ 

三 

 
妙
果
 
み
ご
と
な
結
果
︒
妙
因
・
妙
行
に
よ
っ
て
得
た
証
果
︒
す
な
わ
ち
仏
果
︒
さ
と
り
︒
す
ぐ
れ
た
最
上
の
境
地
︒ 

四 

 
三
事
 
戒
・
定
・
慧
の
三
学
︒ 

戒
 
つ
つ
し
み
︒
戒
め
︒
行
い
を
つ
つ
し
む
た
め
の
戒
め
︒
戒
め
を
守
る
︒
仏
教
に
帰
依
し
た
者
が
守
る
べ
き
行
い
の
規
則
︒
道
徳
︒ 

定
 
瞑
想
︒
静
か
な
瞑
想
︒
心
の
安
定
︒
心
の
安
ら
ぎ
︒
心
の
動
揺
を
静
め
る
こ
と
︒ 

慧
 
道
理
を
選
び
分
け
る
判
断
を
す
る
心
作
用
︒
分
別
判
断
︒
分
別
し
判
断
す
る
心
作
用
︒
事
物
や
道
理
を
認
知
・
判
断
・
推
理
す
る
精
神
作
用
︒
よ
く
分
別
す
る
思
慮
︒ 

五 

 
四
徳
 
四
つ
の
す
ぐ
れ
た
性
質
︒
さ
と
り
の
四
つ
の
徳
︑
ま
た
は
境
地
︒
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
の
四
つ
の
属
性
を
い
う
︒﹃
涅
槃
経
﹄
で
は
常
・
楽
・
我
・
浄
の
涅
槃
の
四
徳

を
説
く
︒ 

六 

 
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
 
生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
す
べ
て
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
仏
と
な
り
う
る
可
能
性
︵
仏
性
︶
が
あ
る
︑
と
い
う
意
︒ 

七 

 
仏
性
 
仏
の
性
質
︒
仏
と
し
て
の
本
性
︒
覚
者
︵
仏
︶
と
な
り
う
る
可
能
性
︒
大
乗
仏
教
で
は
こ
れ
が
す
べ
て
の
人
間
︑
ま
た
は
存
在
に
具
わ
っ
て
い
る
と
い
う
︒ 

⼋ 

 
闡
提
 
一
闡
提
︵icchantika

︶
の
略
︒
原
義
は
︑
欲
望
を
い
だ
く
者
︒
断
善
根
者
︒
信
不
具
足
と
も
訳
さ
れ
る
︒
生
死
を
欲
し
て
出
離
を
求
め
な
い
者
︒
不
成
仏
︒
成

仏
す
る
素
質
・
因
縁
を
も
た
な
い
者
︒﹃
涅
槃
経
﹄
で
は
経
の
誹
謗
者
で
︑﹁
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
﹂
の
唯
一
の
除
外
例
と
し
て
記
さ
れ
る
︒ 
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九 

謗
法
 
仏
法
を
誹
謗
す
る
こ
と
︒
仏
の
教
え
を
そ
し
り
︑
正
し
い
真
理
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
︒
最
大
の
罪
の
一
つ
︒ 
 

⼀
〇  

二
乗
 
声
聞
乗
と
縁
覚
乗
の
二
つ
を
い
う
︒
乗
は
︑
乗
り
物
の
意
︒
声
開
と
は
︑
師
の
教
え
に
よ
っ
て
悟
る
人
で
︑
仏
の
教
え
を
直
接
開
き
︑
四
諦
の
道
理
に
よ
っ
て

さ
と
る
人
た
ち
︑
お
よ
び
そ
の
立
場
を
い
う
︒
縁
覚
と
は
︑
理
性
を
体
得
し
て
自
ら
さ
と
る
人
で
︑
仏
の
教
え
に
よ
ら
ず
︑
ひ
と
り
で
十
二
因
縁
の
道
渥
を
観
察
し
て
さ

と
る
人
た
ち
︑
お
よ
び
そ
の
立
場
を
い
う
︒
大
乗
の
人
た
ち
か
ら
い
え
ば
︑
こ
の
二
種
の
人
た
ち
︑
お
よ
び
そ
の
立
場
は
自
己
の
完
成
に
と
ど
ま
っ
て
︑
多
く
の
他
人
の

救
済
に
向
か
わ
な
い
か
ら
︑
劣
っ
た
立
場
で
あ
る
と
み
る
の
で
あ
る
︒ 

  ︻
テ
キ
ス
ト
︼p.240a ll.15~22

或
有
説
者
︒
出
世
因
果
以
其
爲
宗
︒
果
即
菩 

提
涅
槃
︒
因
即
佛
性
聖
行
︒
如
能
陀
章
開
菩
提
果
︒ 

哀
歎
章
中
開
涅
槃
果
︒
如
來
性
品
顯
佛
性
因
︒
聖 

行
品
中
説
行
徳
因
︒
其
餘
諸
品
重
顯
因
果
︒
故
知 

無
上
因
果
爲
宗
︒
或
有
説
者
︒
當
常
現
常
二
果
爲 

宗
︒
所
謂
一
切
衆
生
悉
有
佛
性
︒
是
顯
當
常
如
來 

所
證
大
般
涅
槃
︒
是
明
現
常
聖
行
等
因
即
助
顯 

於
果
非
爲
正
宗
︒

 ︻
書
き
下
し
︼ 

或
い
は
有
る
の
説
く
は
︑
出
世
の
因
果
其
れ
を
以
て
宗
⼀

と
な
す
と
︒
果
は
す
な
わ
ち
菩
提
涅
槃
な
り
︒
因
は
す
な
わ
ち
仏
性
聖
行
⼆

な
り
︒
よ

く
陀
章
の
菩
提
の
果
を
開
く
三

が
如
く
︑
哀
歎
章
中
に
涅
槃
の
果
を
開
く
︒
如
来
性
品
は
仏
性
の
因
を
顕
す
︒
聖
行
品
中
に
行
徳
四

の
因
を
説
く
︒

其
の
余
の
諸
品
重
ね
て
因
果
を
顕
す
︒
故
に
無
上
の
因
果
を
宗
と
為
す
こ
と
を
知
る
︒
或
い
は
有
る
の
説
く
は
︑
ま
さ
に
当
常
と
現
常
の
二
果
を
宗

と
為
す
と
︒
い
わ
ゆ
る
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
は
︑
是
れ
当
常
を
顕
し
︑
如
来
が
証
す
る
所
の
大
般
涅
槃
五

は
是
れ
現
常
を
明
か
す
︒
聖
行
等
の
因

は
︑
即
ち
果
を
助
顕
す
︒
正
宗
六

と
為
す
に
非
ざ
る
な
り
︒ 
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︻
現
代
語
訳
︼ 

あ
る
説
で
は
︑
仏
が
世
に
現
れ
た
原
因
と
結
果
を
本
旨
と
な
す
︒
結
果
と
は
悟
り
と
涅
槃
で
あ
る
︒
そ
の
原
因
と
は
仏
性
と
聖
行
で
あ
る
︒
純
陀

品
が
悟
り
と
い
う
結
果
を
説
い
て
い
る
よ
う
に
︑
哀
歎
品
に
涅
槃
と
い
う
結
果
を
説
明
す
る
の
で
あ
る
︒
如
来
性
品
は
仏
性
と
い
う
原
因
を
あ
ら
わ

し
︑
聖
行
品
中
に
は
修
行
の
特
性
と
い
う
原
因
を
説
い
て
い
る
︒
そ
の
他
の
諸
品
は
重
ね
て
原
因
と
結
果
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
︒
だ
か
ら
最
高
の
原

因
と
結
果
と
が
本
旨
だ
と
知
る
の
だ
︒ 

ま
た
あ
る
説
で
は
︑
実
現
さ
れ
る
べ
き
常
住
性
と
現
在
の
常
住
性
と
を
本
旨
と
し
て
い
る
︒
所
謂
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
は
︑
実
現
さ
れ
る
べ
き

常
住
性
で
あ
り
︑
如
来
が
体
得
し
た
偉
大
な
涅
槃
は
現
在
の
獲
得
さ
れ
て
い
る
常
住
性
を
明
か
し
て
い
る
︒
ま
た
清
ら
か
な
行
な
ど
の
原
因
は
結
果

を
助
け
あ
ら
わ
し
出
す
も
の
で
あ
る
か
ら
︑
正
し
い
本
旨
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
︒ 

                                         

         

⼀ 

 
宗
 
根
本
の
原
理
︒ 

⼆ 

 
聖
行
 
涅
槃
経
に
説
く
︑
五
行
の
一
つ
︒
菩
薩
が
修
す
る
戒
・
定
・
慧
の
行
︒ 

三 

 
開
菩
提
果
 
菩
提
と
い
う
結
果
に
つ
い
て
解
説
す
る
の
意
︒ 

四 

 
行
徳
 
仏
道
を
修
行
し
た
結
果
︑
身
に
具
わ
っ
た
徳
︒ 

五 

 
大
般
涅
槃

す
ぐ
れ
て
完
全
な
さ
と
り
の
境
地
︒
ま
た
釈
尊
の
偉
大
な
死
を
い
う
︒ 

 

六 

 
正
宗
 
釈
尊
か
ら
代
々
の
祖
師
達
が
連
綿
と
正
し
く
伝
え
て
き
た
正
し
い
宗
旨
︒ 

  ︻
テ
キ
ス
ト
︼p.240a l.22~p.240b l.10

若
據
佛
意
欲
使
衆
生
各
證
當 

果
︒
但
當
果
未
非
恐
難
取
信
︒
是
故
自
説
所
證
將 

成
物
信
︒
以
是
義
故
二
果
爲
宗
︒
但
從
現
立
題
故 

 

名
涅
槃
也
︒
或
有
説
者
︒
圓
極
一
果
爲
是
經
宗
︒
所 

謂
諸
佛
大
般
涅
槃
︒
所
以
從
宗
而
立
題
名
︒
瓔
珞 

經
六
種
瓔
珞
爲
宗
︒
大
般
若
經
三
種
般
若
爲
宗
︒ 
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當
知
是
涅
槃
經
一
大
涅
槃
爲
宗
︒
或
有
説
者
︒
諸 

佛
祕
藏
無
二
實
性
以
爲
經
宗
︒
如
是
實
性
離
相 

離
性
故
於
諸
門
無
障
無
礙
︒
離
相
故
不
垢
不
淨 

非
因
非
果
不
一
不
異
非
有
非
無
︒
以
離
性
故
亦 

染
亦
淨
爲
因
爲
果
亦
一
亦
異
爲
有
爲
無
爲
︒
染 

淨
故
或
名
衆
生
或
名
生
死
︒
亦
名
如
來
亦
名
法 

身
︒
爲
因
果
故
或
名
佛
性
名
如
來
藏
或
名
菩
提 

名
大
涅
槃
︒
乃
至
爲
有
無
故
名
爲
二
諦
︒
非
有
無 

故
名
爲
中
道
︒
由
非
一
故
能
當
諸
門
︒
由
非
異
故 

諸
門
一
味
︒
如
是
無
二
祕
藏
以
爲
是
經
宗
旨
︒
但 

其
題
目
之
中
不
能
並
偏
存
諸
名
︒
且
隨
時
事
立 

涅
槃
名
︒

 ︻
書
き
下
し
︼ 

若
し
仏
の
意
欲
に
拠
ら
ば
︑
衆
生
を
し
て
各
当
果
⼀

を
証
せ
し
め
ん
と
欲
す
︒
但
し
当
果
は
未
だ
信
を
取
る
こ
と
難
き
を
恐
る
る
に
非
ざ
る
に
あ

ら
ず
︒
是
の
故
に
自
ら
證
す
る
所
を
説
い
て
将
に
物
⼆

の
信
を
成
ぜ
ん
と
す
︒
是
の
義
を
以
て
の
故
に
二
果
を
宗
と
為
す
︒
但
し
現
に
従
り
て
題
を

立
つ
る
が
故
に
涅
槃
と
名
づ
く
な
り
︒
或
い
は
有
る
の
説
く
は
︑
円
極
の
一
果
を
是
の
経
宗
と
為
す
と
︒
所
謂
諸
仏
の
大
般
涅
槃
三

な
り
︒ 

宗
に
従
い
て
題
の
名
を
立
つ
る
所
以
は
︑
瓔
珞
経
四

は
六
種
の
瓔
珞
五

を
宗
と
為
す
︒
大
般
若
経
六

は
三
種
の
般
若
七

を
宗
と
為
す
︒
当
に
知
る
べ

し
︑
是
の
涅
槃
経
は
一
大
涅
槃
を
宗
と
為
す
と
︒
或
い
は
有
る
の
説
く
は
︑
諸
仏
秘
蔵
⼋

の
無
二
の
実
性
九

を
以
て
経
の
宗
と
為
す
︒
是
く
の
如
き

の
実
性
は
︑
相
を
離
れ
⼀
〇

︑
性
を
離
る
る
が
故
に
︑
諸
門
に
お
い
て
障
無
く
︑
礙
無
し
︒ 

相
を
離
れ
る
故
に
垢
な
ら
ず
浄
な
ら
ず
︑
因
に
非
ず
果
に
非
ず
︑
一
な
ら
ず
異
な
ら
ず
︑
有
に
非
ず
無
に
非
ず
︒
性
を
離
る
を
以
て
の
故
に
亦
た

染
︑
亦
た
浄
な
り
︑
因
た
り
果
た
り
︑
亦
た
一
亦
た
異
︑
有
為
⼀
⼀

た
り
無
為
⼀
⼆

た
り
︒
染
と
浄
と
の
ゆ
え
に
或
は
衆
生
と
名
づ
け
︑
或
は
生
死
⼀
三

と
名
づ
け
︑
亦
た
如
来
と
名
づ
け
︑
亦
た
法
身
⼀
四

と
名
づ
く
︒
因
果
を
為
す
が
故
に
或
は
仏
性
⼀
五

と
名
づ
け
︑
如
来
蔵
⼀
六

と
名
づ
け
︑
或
は
菩
提

⼀
七

と
名
づ
け
︑
大
涅
槃
と
名
づ
く
︒
乃
至
有
無
た
る
が
故
に
名
づ
け
て
二
諦
⼀
⼋

と
為
す
︒
有
無
に
非
ざ
る
が
故
に
名
づ
け
て
中
道
⼀
九

と
為
す
︒
一

に
非
ざ
る
に
由
る
が
故
に
能
く
諸
門
に
当
る
︒
異
に
非
ざ
る
に
由
る
が
故
に
︑
諸
門
は
一
味
な
り
︒
是
く
の
如
き
無
二
の
秘
蔵
を
以
て
是
の
経
の
宗

旨
と
為
す
︒
但
し
其
の
題
目
の
中
に
並
べ
て
偏
に
諸
名
を
存
す
る
能
わ
ず
︒
且
く
時
事
に
随
い
て
涅
槃
の
名
を
立
つ
︒ 
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 ︻
現
代
語
訳
︼ 

も
し
仏
の
意
欲
に
拠
る
な
ら
ば
︑衆
生
に
そ
れ
ぞ
れ
未
来
の
仏
果
を
獲
得
さ
せ
よ
う
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
︒た
だ
し
︑未
来
の
仏
果
に
つ
い
て
は
︑

︵
衆
生
が
そ
の
獲
得
を
︶
信
ず
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
恐
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
︑
そ
れ
で
自
ら
自
分
の
覚
り
を
説
い
て
︑
そ
れ
で
衆
生
に

信
じ
さ
せ
よ
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
︑︵
当
果
と
現
果
の
︶
二
果
を
経
の
本
旨
と
す
る
︒
た
だ
し
︑
現
果
に
従
っ
て

題
を
立
て
て
い
る
の
で
︑
涅
槃
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
︒
あ
る
い
は
別
の
説
で
は
︑
円
満
で
究
極
的
な
果
を
こ
の
経
の
本
旨
と
す
る
︑
と
い
う
︒
い

わ
ゆ
る
諸
仏
の
大
般
涅
槃
︵
す
ぐ
れ
て
完
全
な
悟
り
の
境
地
︶
で
あ
る
︒ 

形
を
こ
え
て
い
る
た
め
に
︑
け
が
れ
て
も
い
ず
︑
清
ら
か
で
も
な
く
︑
原
因
で
も
な
く
結
果
で
も
な
く
︑
一
つ
で
も
異
な
る
も
の
で
も
な
く
︑
有

で
も
な
く
無
で
も
な
い
︒
性
質
を
こ
え
て
い
る
た
め
に
︑
染
で
も
あ
り
︑
ま
た
浄
で
も
あ
る
︒
原
因
で
も
あ
り
結
果
で
も
あ
る
︑
一
つ
の
あ
り
方
で

も
あ
り
︑
異
な
る
あ
り
方
で
も
あ
る
︒
有
為
で
も
あ
り
︑
無
為
で
も
あ
る
︒
け
が
れ
て
い
る
こ
と
︑
清
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
あ
る
い
は
衆
生
と

名
付
け
︑
あ
る
い
は
生
死
と
名
付
け
︑
ま
た
︑
如
来
と
名
付
け
︑
法
身
と
も
名
づ
け
る
︒︵
修
行
と
い
う
︶
原
因
と
結
果
︵
と
し
て
の
仏
果
︶
と
い

う
因
果
関
係
が
成
立
し
て
い
る
の
で
︑
あ
る
い
は
仏
性
と
名
付
け
︑
如
来
蔵
と
名
づ
け
︑
あ
る
い
は
菩
提
と
名
付
け
︑
大
涅
槃
と
名
づ
け
る
︒
ま
た
︑

有
無
で
あ
る
た
め
に
二
諦
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
︒
有
無
で
は
な
い
た
め
に
︑
中
道
と
名
づ
け
る
︒
一
つ
で
は
な
い
た
め
に
︑
仏
の
諸
の
教
え
に
か

な
う
こ
と
が
で
き
る
︒
異
な
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
︑
諸
の
教
え
は
平
等
で
無
差
別
な
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
二
つ
と
な
い

仏
の
秘
密
の
教
え
の
蔵
を
こ
の
経
の
本
旨
と
す
る
︒
但
し
︑
そ
の
題
目
の
中
に
諸
の
名
前
を
す
べ
て
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒
仮
初
め
に
時
や
事

柄
に
従
っ
て
涅
槃
と
い
う
名
前
を
立
て
た
の
で
あ
る
︒ 

経
の
本
旨
に
よ
っ
て
︑
そ
の
題
名
を
名
づ
け
る
の
は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
か
︒
瓔
珞
経
は
六
つ
の
種
類
の
瓔
珞
を
な
し
て
い
る
︒
大
般
若

経
は
︑︵
実
相
・
観
照
・
文
字
の
︶
三
つ
の
種
類
の
般
若
を
本
旨
と
な
し
て
い
る
︒
こ
の
涅
槃
経
は
︑
一
大
涅
槃
を
本
旨
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
知
る
べ
き
で
あ
る
︒
あ
る
い
は
ま
た
別
の
説
で
は
︑
諸
仏
の
秘
密
の
教
え
の
蔵
の
二
つ
と
無
い
そ
の
真
理
︑
経
の
本
旨
と
な
す
︑
と
言
う
︒
こ
の

よ
う
な
真
理
は
︑
形
と
性
質
と
を
超
え
て
い
る
の
で
︑
さ
ま
ざ
ま
な
面
に
お
い
て
障
害
が
な
い
︒ 

 25 



                                        
 

⼀ 
 
当
果
 
当
来
の
果
︒
未
来
の
果
報
︒ 

⼆ 

 
物
 
生
命
︒
生
き
も
の
︒
／
衆
生
の
こ
と
︒
世
の
人
び
と
︒
人
民
︒ 

三 

 
大
般
涅
槃
 
す
ぐ
れ
て
完
全
な
さ
と
り
の
境
地
︒
ま
た
︑︵
釈
尊
の
︶
偉
大
な
死
を
い
う
︒ 

四 

 
纓
絡
経
 
﹃
菩
薩
纓
絡
経
﹄︒
種
々
の
大
乗
の
法
門
を
説
く
現
在
法
経
︵
現
在
現
わ
れ
て
い
る
法
に
つ
い
て
の
経
︶︒ 

五 

 
瓔
珞

仏
像
の
首
飾
り
や
︑
堂
︑
宮
殿
の
飾
り
に
用
い
る
も
の
︒
宝
を
連
ね
た
ひ
も
︒ 

 

六 

 
大
般
若
経
 
﹃
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
﹄︒ 

七 

 
般
若
 
さ
と
り
を
得
る
真
実
の
智
慧
︒
さ
と
り
の
智
慧
︒
真
実
を
見
る
智
慧
の
眼
︒
存
在
の
す
べ
て
を
全
体
的
に
把
捉
す
る
に
い
た
る
︒
善
悪
と
い
っ
た
分
別
か
ら
離

れ
た
智
慧
で
無
分
別
智
と
呼
ば
れ
る
︒ 

⼋ 

 
秘
蔵
 
仏
の
教
え
の
秘
密
の
蔵
︒ 

九 

実
性
 
本
性
︒
真
如
の
異
名
︒ 

 
⼀
〇  

離
相
 
仏
の
所
説
が
一
相
一
味
で
あ
る
こ
と
を
表
す
三
相
の
一
つ
︒
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
に
相
の
な
い
こ
と
︒ 

※
三
相
 
①
生
死
の
相
の
な
い
解
脱
相
 
②
離
相
 
③
生
死
涅
槃
の
相
も
な
く
︑
無
相
も
も
た
な
い
滅
相
︒ 

⼀
⼀  

有
為
 
つ
く
ら
れ
た
も
の
の
意
︒
因
と
縁
の
和
合
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
た
︵
為
作
︑
造
作
︑
有
作
の
︶
諸
現
象
を
い
う
︒
因
縁
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
生
滅
変
化

す
る
も
の
︒
生
・
住
・
異
・
滅
の
四
つ
の
相
を
と
る
無
常
な
も
の
︒
つ
く
ら
れ
た
も
の
︒
直
接
原
因
︑
間
接
原
因
に
よ
っ
て
成
立
し
た
事
物
︒
無
為
の
対
︒ 

⼀
⼆  

無
為
 
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
な
い
も
の
︒
種
々
の
原
因
・
条
件
︵
因
縁
︶
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
存
在
︒
因
果
関
係
を
離
れ
て
い
る
存
在
︒
成
立
・
破

壊
を
超
え
た
超
時
間
的
な
存
在
︒
生
滅
変
化
を
超
え
た
常
住
絶
対
の
真
実
︒
現
象
を
は
な
れ
た
絶
対
的
な
も
の
︑
無
限
定
な
も
の
を
さ
す
語
︒ 

⼀
三  

生
死
 
生
と
死
︒
迷
い
の
世
界
︑
流
転
の
姿
を
表
す
代
表
的
な
こ
と
ば
︒
迷
い
の
あ
り
方
︒
迷
い
の
生
活
︒
現
実
社
会
の
苦
し
み
︒
生
ま
れ
か
わ
り
死
に
か
わ
っ
て
︑

絶
え
る
こ
と
の
な
い
迷
い
の
世
界
︒
輪
廻
に
同
じ
︒ 

⼀
四  

法
身
 
法
仏
・
法
身
仏
・
自
性
身
・
法
性
身
・
宝
仏
な
ど
と
も
い
う
︒
法
の
集
ま
り
︒
真
理
を
身
体
と
し
て
い
る
も
の
の
意
︒
真
理
そ
の
も
の
︒
永
遠
の
理
法
と
し
て

の
仏
︒
本
体
と
し
て
の
身
体
︒
そ
れ
は
純
粋
で
︑
差
別
相
の
な
い
も
の
で
あ
る
︒
そ
れ
は
空
と
同
じ
で
あ
る
︒ 

⼀
五  

仏
性
 
仏
の
性
質
︒
仏
と
し
て
の
本
性
︒
覚
者
︵
仏
︶
と
な
り
う
る
可
能
性
︒
大
乗
仏
教
で
は
こ
れ
が
す
べ
て
の
人
間
︑
ま
た
は
存
在
に
具
わ
っ
て
い
る
と
い
う
︒ 

⼀
六  

如
来
蔵
 
如
来
の
胎
の
意
で
︑
胎
と
は
母
胎
と
胎
児
の
ど
ち
ら
を
も
意
味
す
る
︒
成
長
し
て
仏
と
な
る
べ
き
胎
児
と
も
︑
そ
の
胎
に
仏
を
宿
す
も
の
と
も
と
れ
る
が
︑

い
ず
れ
に
せ
よ
単
に
心
と
し
て
で
は
な
く
︑
衆
生
を
そ
の
存
在
の
可
能
性
全
体
か
ら
と
ら
え
た
表
現
で
あ
る
︒
同
時
に
︑
構
造
的
に
は
な
お
客
塵
煩
悩
に
つ
き
ま
と
わ
れ

て
い
る
状
態
で
︑
仏
と
同
じ
で
は
な
い
︒
凡
夫
の
心
の
う
ち
に
存
し
て
い
る
如
来
︵
仏
︶
と
な
り
う
る
可
能
性
︒
衆
生
の
う
ち
に
あ
る
︑
如
来
た
る
べ
き
因
︒
仏
と
な
り

う
る
清
浄
な
可
能
性
を
内
に
蔵
す
る
こ
と
︒
万
有
の
諸
相
の
成
立
す
る
根
源
だ
と
考
え
ら
れ
た
︒ 
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⼀
七  

菩
提
 
煩
悩
を
断
じ
て
得
た
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
を
い
う
︒
さ
と
り
の
境
地
︒
さ
と
り
の
智
慧
︒ 

⼀
⼋  

二
諦
 
二
つ
の
真
理
︒
真
諦
︵
第
一
義
諦
︒
真
実
の
見
方
︶
と
俗
諦
︵
世
俗
諦
︒
世
俗
一
般
の
見
方
︶︒
真
実
と
し
て
の
真
理
と
世
俗
の
生
活
の
上
で
の
真
理
︒
前
者

は
聖
人
の
見
る
と
こ
ろ
で
あ
り
︑
後
者
は
凡
夫
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒ 

⼀
九  

中
道
 
二
つ
の
も
の
の
対
立
を
離
れ
て
い
る
こ
と
︒
断
・
常
の
二
見
︑
あ
る
い
は
有
・
無
の
二
辺
を
離
れ
た
不
偏
に
し
て
中
正
な
る
道
︒
い
ず
れ
に
も
と
ら
わ
れ
ず
に

現
実
を
正
し
く
見
き
わ
め
る
こ
と
を
い
う
︒ 

  ︻
テ
キ
ス
ト
︼p.240b ll.10~27

問
六
師
所
説
何
者
爲
實
︒
答
或
有
説
者
︒ 

諸
説
悉
實
︒
佛
意
無
方
無
不
當
故
︒
或
有
説
者
︒
後 

説
爲
實
︒
能
得
如
來
無
方
意
故
︒
並
容
前
説
諸
師 

義
故
︒
當
知
是
二
説
亦
不
相
違
也
︒
總
説
雖
然
︒
於 

中
分
別
︒
且
依
二
門
以
示
其
相
︒
謂
涅
槃
門
及
佛 

性
門
︒
涅
槃
之
義
六
門
分
別
︒
一
名
義
門
︒
二
體
相 

門
︒
三
通
局
門
︒
四
二
滅
門
︒
五
三
事
門
︒
六
四
徳 

門
︒
名
義
門
内
翻
名
釋
義
︒
初
翻
名
者
諸
説
不
同
︒ 

或
説
無
翻
︒
或
説
有
翻
︒
有
翻
之
説
雖
有
諸
宗
︒
今 

出
一
義
翻
爲
滅
度
︒
其
文
證
者
如
法
花
經
長
行 

言
︒
如
來
於
今
日
中
夜
入
當
無
餘
涅
槃
︒
下
偈
頌 

曰
︒
佛
此
夜
滅
度
︒
如
薪
盡
火
滅
︒
又
此
大
經
第
一 

卷
云
︒
隨
其
類
音
普
告
衆
生
︒
今
日
如
來
將
欲
涅 

槃
︒
六
卷
泥
洹
此
處
文
言
︒
悟
惔
寂
滅
大
牟
尼
尊 

告
諸
衆
生
︒
今
當
滅
度
︒
以
是
等
文
當
知
滅
度
正 

翻
涅
槃
也
︒
無
翻
之
説
亦
有
諸
宗
︒
且
出
一
義
︒
彼 

師
説
言
︒
外
國
語
容
含
多
名
訓
︒
此
土
語
偏
不
能 

相
當
︒
是
故
不
可
一
名
而
翻
︒

 ︻
書
き
下
し
︼ 

問
う
︑
六
師
の
所
説
︑
何
者
を
か
実
と
為
す
︒
答
う
︑
或
い
は
有
る
の
説
く
は
︑
諸
説
悉
く
実
な
り
︒
仏
意
は
無
方
⼀

に
し
て
当
た
ら
ざ
る
無
き

が
故
な
り
と
︒
或
い
は
有
る
の
説
く
は
︑
後
説
を
実
と
為
す
︒
能
く
如
来
の
無
方
の
意
を
得
る
が
故
な
り
と
︒
並
び
に
前
説
の
諸
師
の
義
を
容
れ
る



 ︻
現
代
語
訳
︼ 

が
故
な
り
︒
ま
さ
に
知
る
べ
し
︑
こ
の
二
説
も
ま
た
相
違
せ
ざ
る
こ
と
を
︒
総
説
⼆

は
然
り
と
い
え
ど
も
︑
中
に
お
い
て
分
別
せ
ば
︑
し
ば
ら
く
二

門
に
よ
り
て
以
っ
て
そ
の
相
を
示
す
︒
涅
槃
門
及
び
仏
性
門
を
い
う
︒
涅
槃
の
義
は
六
門
を
分
別
す
︒
一
は
名
義
門
︒
二
は
体
相
三

門
︒
三
は
通
局
四

門
︒
四
に
二
滅
門
︒
五
に
三
事
五

門
︒
六
に
四
徳
六

門
︒
名
義
門
の
内
に
名
を
翻
じ
義
を
釈
す
︒
初
め
名
を
翻
ず
る
は
︑
諸
説
不
同
な
り
︒
或
い
は
︑

翻
ず
る
な
し
と
説
く
︒
或
い
は
︑
翻
ず
る
有
り
と
説
く
︒
翻
ず
る
有
り
の
説
は
︑
諸
宗
有
り
と
い
え
ど
も
︑
今
一
義
を
出
し
て
翻
じ
て
滅
度
と
為
す
︒

そ
の
文
證
は
︑
法
花
経
の
長
行
に
言
う
が
如
し
︒﹁
如
来
今
日
の
中
夜
七

に
お
い
て
︑
入
り
て
ま
さ
に
無
余
⼋

涅
槃
に
入
る
べ
し
九

﹂
と
︒
下
の
偈
頌

に
曰
く
︑﹁
仏
こ
の
夜
滅
度
す
る
こ
と
︑
薪
尽
き
て
火
滅
す
る
が
如
し
⼀
〇

﹂
と
︒
又
此
の
大
経
第
一
巻
に
云
く
︑﹁
其
の
類
の
音
に
随
い
て
衆
生
に
普

く
告
げ
て
︑
今
日
如
来
ま
さ
に
涅
槃
せ
ん
と
欲
す
⼀
⼀

﹂
と
︒
六
巻
泥
洹
の
此
の
処
の
文
に
言
は
く
︑﹁
悟
惔
⼀
⼆

寂
滅
な
る
大
牟
尼
⼀
三

尊
は
諸
の
衆

生
に
今
当
に
滅
度
す
べ
し
と
告
げ
た
も
う
⼀
四

﹂
と
︒
こ
れ
ら
の
文
を
以
っ
て
︑
当
に
知
る
べ
し
︑
滅
度
は
涅
槃
と
正
し
く
翻
ず
る
な
り
と
︒
翻
ず
る

無
し
の
説
も
ま
た
諸
宗
あ
り
︒
し
ば
ら
く
一
義
を
出
す
︒
彼
の
師
の
問
い
て
言
わ
く
︑
外
国
語
は
多
く
の
名
訓
を
容
含
す
︒
此
の
土
の
語
は
︑
ひ
と

え
に
し
て
相
当
る
こ
と
あ
た
わ
ず
︒
こ
の
故
に
︑
一
名
に
し
て
翻
ず
る
べ
か
ら
ず
と
︒ 

質
問
す
る
︒
六
師
の
説
の
い
ず
れ
が
真
実
で
あ
る
か
︒
答
え
て
言
う
︒
あ
る
人
の
説
く
に
は
︑﹁
諸
説
は
全
て
真
実
で
あ
る
︒
仏
の
心
に
決
ま
っ

た
方
向
性
は
な
く
︑
そ
れ
を
定
め
る
こ
と
な
ど
出
来
な
い
か
ら
だ
﹂
と
︒
ま
た
別
の
説
で
は
︑﹁
後
の
説
を
真
実
と
す
る
︒
よ
く
如
来
の
心
に
決
ま

っ
た
方
向
性
が
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
だ
︒
こ
れ
は
前
の
諸
師
の
説
の
内
容
も
受
け
入
れ
て
い
る
た
め
︑
こ
の
二
説
の
間
に
は
違
い
が
な
い

こ
と
を
知
る
べ
き
だ
﹂
と
い
う
︒
総
説
は
こ
の
通
り
で
あ
る
け
れ
ど
も
︑
そ
の
内
容
を
細
か
く
分
別
す
る
場
合
は
︑
二
つ
の
方
向
性
に
よ
っ
て
そ
の

様
相
を
示
す
こ
と
に
し
よ
う
︒
そ
の
方
向
性
と
は
涅
槃
門
と
仏
性
門
と
で
あ
る
︒
涅
槃
の
意
味
は
六
つ
に
分
け
ら
れ
る
︒
一
つ
は
名
称
と
意
義
の
方

向
性
︒
二
つ
は
本
体
と
そ
の
相
と
の
方
向
性
︒
三
つ
は
全
体
に
通
じ
る
こ
と
︑
及
び
一
部
分
に
限
る
こ
と
︒
四
つ
は
二
滅
︒
五
つ
は
戒
・
定
・
慧
の

三
学
︒
六
つ
は
涅
槃
の
四
徳
︒
ま
ず
は
名
称
と
意
義
の
方
向
性
に
つ
い
て
翻
訳
し
て
意
味
を
説
明
す
る
︒
初
め
に
︑
名
称
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
︑
諸

説
は
一
致
し
な
い
︒
あ
る
説
は
翻
訳
で
き
な
い
と
言
い
︑
あ
る
説
で
は
翻
訳
で
き
る
と
し
︑
翻
訳
で
き
る
と
す
る
説
の
中
で
も
︑
さ
ら
に
意
見
が
分
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か
れ
た
が
︑
今
は
一
つ
の
意
味
を
出
し
て
滅
度
と
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
証
拠
は
︑
法
華
経
の
長
行
に
言
う
﹁
如
来
は
今
日
の
中
夜
に
無
余
涅
槃
に
入

と
い
う
文
に
あ
る
︒
そ
の
下
の
偈
頌
に
は
﹁
仏
は
こ
の
夜
に
︑
薪
が
燃
え
尽
き
て
火
に
滅
す
る
か
の
よ
う
に
滅
度
す
る
﹂
と
あ
る
︒
ま
た
大
涅

槃
経
の
第
一
巻
に
は
﹁
そ
の
類
に
従
っ
て
衆
生
に
普
く
告
げ
る
︒
如
来
は
今
日
ま
さ
に
涅
槃
に
入
ら
ん
と
す
る
﹂
と
あ
る
︒﹃
六
巻
泥
洹
﹄
の
こ
の

場
所
の
文
に
﹁
素
晴
ら
し
く
心
静
か
な
状
態
に
あ
る
偉
大
な
る
聖
者
が
諸
々
の
衆
生
に
告
げ
る
︒
今
ま
さ
に
滅
度
す
る
で
あ
ろ
う
﹂
と
あ
る
︒
こ
れ

ら
の
文
に
よ
っ
て
︑
滅
度
を
涅
槃
と
翻
訳
す
る
と
知
る
べ
き
だ
︒
翻
訳
で
き
な
い
と
い
う
説
に
も
様
々
な
意
見
が
あ
る
が
︑
い
ま
一
つ
の
意
見
を
出

し
て
お
こ
う
︒
彼
の
師
が
言
う
に
は
︑
外
国
語
は
多
く
の
名
称
と
意
義
を
内
包
し
て
い
る
︒
此
の
土
地
の
言
葉
は
偏
っ
て
お
り
︑
一
つ
の
言
葉
で
言

い
表
す
こ
と
は
で
き
な
い
︒
だ
か
ら
︑
一
つ
の
名
称
に
翻
訳
で
き
な
い
と
︒ 

 
 

⼀ 

 
無
方
 
方
向
性
が
無
限
定
な
こ
と 

⼆ 

 
総
説
 
ま
と
め
て
説
く
こ
と
︒
一
般
性
︒ 

三 

 
体
相
 
本
体
す
な
わ
ち
特
質
と
形
相
︑
す
が
た
︒ 

四 

 
通
局
 
通
と
は
一
般
に
行
き
渡
る
こ
と
︒
局
と
は
一
部
分
に
限
る
こ
と
︒ 

五 

 
三
事
 
戒
・
定
・
慧
の
三
学
︒ 

六 

 
四
徳
 
四
つ
の
す
ぐ
れ
た
性
質
︒
涅
槃
の
常
・
楽
・
我
・
浄
の
徳
性
︒ 

七 

 
中
夜
 
夜
の
中
ご
ろ
の
部
分
︒
夜
な
か
︒ 

⼋ 

無
余

死
後
に
生
ま
れ
変
わ
ら
な
い
こ
と
︒ 

 

 

九  

﹃
妙
法
蓮
華
経
﹄
序
品
に 

﹁
如
來
於
今
日
中
夜
當
入
無
餘
涅
槃
︒﹂
と
あ
る
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
九
︑p.4b

︶︒ 

⼀
〇 

﹃
妙
法
蓮
華
経
﹄
序
品
の
偈
に
︑ 

﹁
佛
此
夜
滅
度 

如
薪
盡
火
滅
﹂
と
あ
る
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
九
︑p.5a

︶︒ 

⼀
⼀ 

﹃
涅
槃
経
﹄
三
六
巻
本
︵
南
本
︶
巻
第
一
に
︑ 

﹁
隨
其
類
音
普
告
衆
生
︒
今
日
如
來
應
供
正
遍
知
︒
憐
愍
衆
生
覆
護
衆
生
︒
等
視
衆
生
如
羅
睺
羅
︒
爲
作
歸
依
爲
世
間
舍
︒
大
覺
世
尊
將
欲
涅
槃
︒﹂
と
あ
る
︵﹃
大
正
蔵
﹄

巻
十
二
︑p.605a

︶︒ 



                                        
⼀
⼆  

悟
惔
 
日
光
輪
王
寺
写
本
に
﹁
悟
惔
﹂
と
あ
り
︵﹃
校
訂
国
訳
涅
槃
経
宗
要
﹄
二
八
六
頁
五
行
目
︶︑﹃
大
正
蔵
﹄
テ
キ
ス
ト
も
こ
れ
に
拠
っ
て
い
る
が
︑﹃
六
巻
泥
洹
﹄

の
経
文
に
は
﹁
恬
淡
﹂
と
あ
る
︒
写
本

写
誤
か
︒
注
一
四
も
参
照
︒ 

の

⼀
三  

大
牟
尼
 
聖
者
の
意
︒
仏
の
異
名
︒ 

⼀
四  

法
顕
訳
﹃
六
巻
泥
洹
﹄︵﹃
佛
説
大
般
泥
洹
經
﹄︶
に
︑ 

﹁
恬
淡
寂
滅
大
牟
尼
尊
︒
告
諸
衆
生
今
當
滅
度
︒﹂
と
あ
る
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑p.853a

︶︒ 

  ︻
テ
キ
ス
ト
︼p.240b l.27~p.240c l.8

其
文
證
者
如
徳
王 

品
第
七
功
徳
文
言
︒
涅
者
不
槃
者
識
︒
不
識
之
義 

名
爲
涅
槃
︒
槃
言
覆
︒
不
覆
之
義
乃
名
涅
槃
︒
槃
言 

去
來
︒
不
去
不
來
乃
名
涅
槃
︒
槃
者
言
取
︒
不
取
之 

義
乃
名
涅
槃
︒
槃
者
不
定
︒
無
不
定
義
乃
名
涅
槃
︒ 

槃
言
新
故
︒
無
新
故
義
乃
名
涅
槃
︒
槃
言
障
礙
︒
無 

障
礙
義
乃
名
涅
槃
︒
又
下
文
言
︒
善
男
子
槃
者
言 

有
︒
無
有
之
義
乃
名
涅
槃
︒
槃
者
名
爲
和
合
︒
無
和 

合
義
乃
名
涅
槃
︒
槃
者
言
苦
︒
無
苦
之
義
乃
名
涅 

槃
︒
此
處
略
出
是
十
種
訓
︒
上
下
諸
文
乃
衆
多
︒
故 

知
不
可
一
語
而
翻
︒

 ︻
書
き
下
し
︼ 

其
の
文
証
⼀

は
徳
王
品
第
七
功
徳
⼆

の
文
に
言
う
が
如
し
︒﹁
涅
と
は
不
︑
槃
と
は
識
な
り
︒
不
識
の
義
を
名
づ
け
て
涅
槃
と
為
す
︒
槃
は
覆
と
言

う
︒
不
覆
の
義
を
乃
ち
涅
槃
と
名
づ
く
︒
槃
は
去
来
と
言
う
︒
不
去
不
来
乃
ち
涅
槃
と
名
づ
く
︒
槃
と
は
取
と
言
う
︒
不
取
の
義
を
乃
ち
涅
槃
と
名

づ
く
︒
槃
と
は
不
定
な
り
︒
不
定
無
き
の
義
を
乃
ち
涅
槃
と
名
づ
く
︒
槃
は
新
故
と
言
う
︒
新
故
無
き
の
義
を
乃
ち
涅
槃
と
名
づ
く
︒
槃
は
障
礙
と

言
う
︒
障
礙
無
き
の
義
を
乃
ち
涅
槃
と
名
づ
く
三

﹂
と
︒
又
下
の
文
に
言
く
︒﹁
善
男
子
︑
槃
と
は
有
と
言
う
︒
有
無
き
の
義
を
乃
ち
涅
槃
と
名
づ
く
︒

槃
と
は
名
づ
け
て
和
合
と
為
す
︒
和
合
無
き
の
義
を
乃
ち
涅
槃
と
名
づ
く
︒
槃
と
は
苦
と
言
う
︒
苦
無
き
の
義
を
乃
ち
涅
槃
と
名
づ
く
四

﹂
と
︒
此
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  ︻
現
代
語
訳
︼ 

そ
の
証
拠
と
な
る
経
文
は
︑
光
明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
品
の
第
七
功
徳
の
文
言
に
あ
る
通
り
で
あ
る
︒﹁
涅
槃
の
︹
涅
︺
と
は
︹
不
︺︵
否
定
辞
︶

と
い
う
意
味
で
︑︹
槃
︺
と
は
識
る
こ
と
と
い
う
意
味
で
あ
る
︒
識
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
意
味
が
︑
涅
槃
で
あ
る
︒︹
槃
︺
は
覆
う
こ
と
を
言
い
︑

覆
う
こ
と
が
な
い
と
い
う
意
味
を
涅
槃
と
名
付
け
る
︒
槃
は
去
来
と
い
う
意
味
で
︑︹
涅
︺
は
︹
不
︺
の
意
味
な
の
で
︑
去
る
こ
と
も
来
る
こ
と
も

な
い
と
い
う
意
味
を
涅
槃
と
名
付
け
る
︒︹
槃
︺
は
執
着
と
い
う
意
味
で
︑
執
着
し
な
い
と
い
う
意
味
を
涅
槃
と
名
付
け
る
︒︹
槃
︺
は
︑
不
定
と
い

う
意
味
で
あ
る
︒
不
確
定
な
こ
と
が
な
い
と
い
う
意
味
を
涅
槃
と
名
付
け
る
︒︹
槃
︺
は
新
し
い
も
の
と
古
い
も
の
と
い
う
意
味
を
言
い
︑
新
旧
が

な
い
と
い
う
意
味
を
涅
槃
と
名
付
け
る
︒︹
槃
︺
は
障
害
と
い
う
意
味
で
︑
障
害
が
な
い
と
い
う
意
味
を
涅
槃
と
名
付
け
る
﹂
と
︒
ま
た
下
の
︵
経
︶

文
に
言
う
に
は
︑﹁
菩
薩
よ
︑︹
槃
︺
は
︹
有
︺
と
い
う
意
味
で
あ
る
︒︹
有
︺
が
な
い
と
い
う
意
味
を
涅
槃
と
名
付
け
る
︒︹
槃
︺
は
和
合
と
い
う
意

味
で
あ
る
︒
和
合
が
な
い
と
い
う
意
味
を
涅
槃
と
名
付
け
る
︒︹
槃
︺
は
苦
し
み
と
い
う
意
味
で
あ
る
︒
苦
し
み
が
な
い
と
い
う
意
味
を
涅
槃
と
名

付
け
る
﹂
と
︒
こ
こ
に
は
十
種
の
読
み
を
略
し
て
記
し
て
あ
る
︒︵
涅
槃
の
意
味
に
関
す
る
︶
文
は
︑
高
貴
徳
王
菩
薩
品
の
前
後
で
多
い
︒
よ
っ
て
︑

一
つ
の
言
葉
で
訳
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
︒ 

                                        

         

の
処
に
是
の
十
種
の
訓
を
略
出
す
︒
上
下
に
諸
文
乃
ち
衆
多
な
り
︒
故
に
一
語
に
し
て
翻
ず
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る
べ
し
︒ 

⼀ 

 
文
証
 
証
拠
と
な
る
経
文 

⼆ 

 
光
明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
 
大
般
涅
槃
経
二
十
一
巻
か
ら
第
二
十
六
巻
ま
で
の
主
人
公
︒光
明
遍
照
の
表
現
は
無
量
寿
仏
︑つ
ま
り
阿
弥
陀
仏
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
︒

無
量
寿
仏
は
八
万
四
千
の
特
徴
が
あ
り
︑
そ
の
一
つ
一
つ
の
特
徴
か
ら
光
明
を
放
ち
︑
十
方
の
数
え
き
れ
な
い
生
類
を
照
ら
し
︑
救
済
し
て
い
る
と
言
う
意
味
が
あ
る
︒

こ
の
菩
薩
は
こ
の
ブ
ッ
ダ
の
一
つ
の
姿
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
こ
の
記
述
は
︑
光
明
遍
照
高
貴
徳
王
菩
薩
が
涅
槃
の
教
え
の
実
践
と
習
得
に
つ
い
て
の
ブ
ッ
ダ
の
説
法
を
踏

ま
え
て
︑
そ
の
実
践
と
習
得
に
よ
る
功
徳
は
な
に
か
と
質
問
す
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
い
る
︒
こ
の
質
問
に
対
し
て
ブ
ッ
ダ
は
十
種
の
功
徳
が
あ
る
と
説
く
︒
第
七
功
徳
と

は
そ
の
七
番
目
の
功
徳
で
あ
る
︒
各
功
徳
の
詳
細
な
説
明
は
光
明
遍
照
徳
王
菩
薩
品
の
内
容
の
全
て
と
な
る
︒ 

第
七
の
功
徳
と
し
て
︑
涅
槃
を
得
る
近
道
と
し
て
の
四
事
が
説
か
れ
る
︒ 
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一
︑
善
良
な
友
と
親
し
く
な
る
こ
と
︒ 

二
︑
仏
法
を
一
心
に
聞
く
こ
と
︒ 

三
︑
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
記
憶
し
︑
よ
く
思
量
す
る
こ
と
︒ 

四
︑
教
え
た
と
お
り
に
実
行
す
る
こ
と
︒ 

田
上
太
秀
﹃
ブ
ッ
ダ
臨
終
の
説
法
三
﹄
大
蔵
出
版
︑
一
九
九
七
年
︑
十
五
︱
十
八
︑
四
十
一
頁
参
照
︒ 

三  

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄︵
南
本
︶︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑p.758c ll.18~23

︶ 

﹁
涅
者
言
不
︒
槃
者
言
滅
︒
不
滅
之
義
名
爲
涅
槃
︒
槃
又
言
覆
︒
不
覆
之
義
乃
名
涅
樂
︒
槃
言
去
來
︒
不
去
不
來
乃
名
涅
槃
︒
槃
者
言
取
︒
不
取
之
義
乃
名
涅
槃
︒
槃
言

不
定
︒
定
無
不
定
乃
名
涅
槃
︒
槃
言
新
故
︒
無
新
故
義
乃
名
涅
槃
︒
槃
言
障
礙
︒
無
障
礙
義
乃
名
涅
槃
︒﹂ 

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄︵
北
本
︶︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑p.514c ll.15~20

︶ 

﹁
涅
者
言
不
︒
槃
者
言
織
︒
不
織
之
義
名
爲
涅
槃
︒
槃
又
言
覆
︒
不
覆
之
義
乃
名
涅
槃
︒
槃
言
去
來
︒
不
去
不
來
乃
名
涅
槃
︒
槃
者
言
取
︒
不
取
之
義
乃
名
涅
槃
︒
槃
言

不
定
︒
定
無
不
定
乃
名
涅
槃
︒
槃
言
新
故
︒
無
新
故
義
乃
名
涅
槃
︒
槃
言
障
礙
︒
無
障
礙
義
乃
名
涅
槃
︒﹂ 

南
本
で
は
︹
槃
者
言
滅
︺
の
箇
所
が
︹
滅
︺
と
な
っ
て
い
る
が
︑
北
本
で
は
︹
織
︺
と
な
っ
て
い
る
︒
宋
本
・
元
本
・
明
本
で
は
︑︹
織
︺
と
な
っ
て
い
る
︒
ま
た
日
光

輪
王
寺
写
本
も
﹁
織
﹂
だ
が
︵﹃
校
訂
国
訳
涅
槃
経
宗
要
﹄
二
八
七
頁
二
行
目
︶︑
大
正
蔵
の
本
書
テ
キ
ス
ト
で
は
︹
識
︺
と
な
っ
て
い
る
︒ 

四  

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑p.758c ll.25~27
︶ 

﹁
善
男
子
︒
槃
者
言
有
︒
無
有
之
義
乃
名
涅
槃
︒
槃
名
和
合
︒
無
和
合
義
乃
名
涅
槃
︒
槃
者
言
苦
︒
無
苦
之
義
乃
名
涅
槃
︒﹂ 

  ︻
テ
キ
ス
ト
︼p.240c ll.8~15

問
若
立
後
師
義
是
難
云
何 

通
︒
謂
有
難
曰
︒
經
説
有
翻
耶
得
無
翻
︒
如
言
隨
其 

類
音
普
告
衆
生
今
日
如
來
將
欲
涅
槃
︒
豈
隨
蜂 

蟻
六
道
之
音
得
翻
涅
槃
之
名
︒
而
獨
不
得
此
國 

語
翻
︒
又
當
此
處
經
文
既
翻
云
之
滅
度
︒
豈
可
得 

云
不
能
翻
耶
︒
彼
師
通
曰
︒
涅
槃
之
名
多
訓
之
内 

且
取
一
義
翻
爲
滅
度
︒
即
依
此
訓
普
告
衆
生
︒
非 

謂
其
名
只
翻
滅
度
︒
以
是
義
故
彼
難
善
通
︒
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    ︻
現
代
語
訳
︼ 

︻
書
き
下
し
︼ 

問
う
︑
若
し
後
の
師
の
義
を
立
つ
る
な
ら
ば
是
の
難
云
何
ん
が
通
ず
る
や
︒
謂
く
︑
有
る
が
難
じ
て
曰
く
︑﹁
経
説
は
有
翻
な
る
や
︑
無
翻
を
得

る
や
︒
其
の
類
の
音
⼀

に
随
っ
て
普
く
衆
生
に
﹃
今
日
如
来
将
に
涅
槃
せ
ん
と
欲
す
と
告
げ
た
ま
う
⼆

﹄
と
言
う
が
如
し
︒
あ
に
蜂
蟻
六
道
三

の
音
に

随
い
て
涅
槃
の
名
を
翻
ず
る
を
得
て
︑
而
し
て
独
り
此
の
国
の
語
に
の
み
翻
ず
る
を
得
ざ
ら
ん
や
︒
ま
た
此
の
処
に
当
た
り
て
経
文
既
に
翻
じ
て
之

を
滅
度
と
云
う
︒
あ
に
翻
ず
る
能
わ
ざ
る
と
云
う
こ
と
を
得
べ
け
ん
や
﹂
と
︒
彼
の
師
通
じ
て
曰
く
︑﹁
涅
槃
の
名
の
多
く
の
訓
の
内
に
︑
且
ら
く

一
義
を
取
り
て
翻
じ
て
滅
度
と
為
す
︒即
ち
此
の
訓
に
依
り
て
普
く
衆
生
に
告
げ
た
ま
う
︒其
の
名
を
只
滅
度
と
翻
ず
る
の
み
と
謂
う
に
非
ず
﹂と
︒

是
の
義
を
以
て
故
に
彼
の
難
は
善
く
通
ず
︒ 

問
う
︑﹁
も
し
後
の
師
の
︵
翻
訳
で
き
な
い
と
い
う
︶
説
を
採
用
す
る
な
ら
ば
︑
こ
の
難
点
を
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
せ
る
か
﹂
と
︒
あ
る
人
が
以

下
の
よ
う
に
非
難
し
て
言
う
に
は
︑﹁
経
説
は
翻
訳
で
き
る
の
か
︑
あ
る
い
は
翻
訳
で
き
な
い
の
か
︒
そ
の
類
の
音
声
に
よ
っ
て
広
く
衆
生
に
告
げ

ら
れ
た
︑﹃
如
来
は
涅
槃
に
入
る
で
あ
ろ
う
﹄
と
言
う
が
ご
と
し
と
︒
ど
う
し
て
蜂
や
蟻
の
よ
う
な
六
道
の
衆
生
の
音
声
に
従
っ
て
涅
槃
の
名
を
翻

訳
で
き
て
︑
た
だ
こ
の
国
の
言
葉
に
だ
け
翻
訳
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
︒
ま
た
︑
こ
こ
で
は
経
文
は
す
で
に
こ
れ
を
翻
訳

し
て
滅
度
と
言
っ
て
い
る
︒
ど
う
し
て
翻
訳
で
き
な
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
﹂
と
︒
か
の
師
が
会
通
し
て
言
う
に
は
︑﹁
涅
槃
の
名
は
多
く

の
意
味
の
中
か
ら
一
つ
の
意
義
を
取
っ
て
︑
か
り
そ
め
に
そ
れ
を
翻
訳
し
て
滅
度
と
言
う
の
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
こ
の
意
味
︵
滅
度
︶
に
よ
っ
て
広

く
衆
生
に
告
げ
ら
れ
た
︒
そ
の
名
を
翻
訳
し
て
単
に
滅
度
と
い
う
の
で
は
な
い
の
だ
﹂
と
︒
以
上
の
こ
と
か
ら
し
て
︑
か
の
非
難
は
よ
く
会
通
で
き

る
の
で
あ
る
︒ 
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⼀ 

音
 
音
声
︒
こ
こ
で
は
説
法
を
聴
く
衆
生
そ
れ
ぞ
れ
の
音
声
︒ 
 

⼆  

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄︵
南
本
︶︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑p.605a ll.11~14

︶ 

﹁
隨
其
類
音
普
告
衆
生
︒
今
日
如
來
應
供
正
遍
知
︒
憐
愍
衆
生
覆
護
衆
生
︒
等
視
衆
生
如
羅
睺
羅
︒
爲
作
歸
依
爲
世
間
舍
︒
大
覺
世
尊
將
欲
涅
槃
︒﹂ 

三

  

六
道
 
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
阿
修
羅
・
人
・
天
の
六
種
の
境
界
︒ 

  ︻
テ
キ
ス
ト
︼p.240c ll.15~25

問
若 

立
初
師
義
是
文
云
何
通
︒
如
徳
王
品
菩
薩
難
言
︒ 

若
使
滅
度
非
涅
槃
者
︒
何
故
如
來
自
期
三
月
當 

般
涅
槃
︒
師
子
孔
品
云
︒
諸
結
火
滅
故
名
滅
度
︒
離 

覺
觀
故
故
名
涅
槃
︒
以
是
文
證
明
知
滅
度
非
正 

翻
於
涅
槃
名
也
︒
彼
師
通
曰
︒
此
等
經
文
是
翻
譯 

家
故
漢
互
擧
綺
飾
其
文
︒
若
使
令
存
外
國
語
者
︒ 

既
言
若
使
涅
槃
非
涅
槃
者
︒
又
諸
結
火
滅
故
名 

涅
槃
離
覺
觀
故
故
名
涅
槃
︒
如
其
令
存
此
土
語 

者
︒
既
云
若
使
滅
度
非
滅
度
者
︒
下
文
例
爾
︒
由
是 

義
故
不
相
違
也
︒

 ︻
書
き
下
し
︼ 
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問
う
︒
若
し
初
師
の
義
を
立
つ
れ
ば
︑
是
の
文
︑
云
何
ん
が
通
ず
る
や
︒
德
王
品
に
菩
薩
難
じ
て
言
う
が
如
し
︒﹁
若
し
滅
度
を
し
て
涅
槃
に
非

ざ
ら
し
め
ば
︑
何
が
故
ぞ
如
来
自
ら
三
月
に
し
て
当
に
般
涅
槃
す
べ
し
と
期
せ
ん
や
⼀

﹂
と
︒
獅
子
孔
品
に
云
く
︒﹁
諸
結
⼆

の
火
滅
す
る
が
故
に
滅

度
と
名
づ
く
︒
覚
観
三

を
離
る
る
が
故
な
り
︒
故
に
涅
槃
と
名
づ
く
四

﹂
と
︒
是
の
文
証
を
以
て
明
ら
か
に
知
ん
ぬ
︒
滅
度
は
正
し
く
涅
槃
の
名
を

翻
ず
る
に
非
ざ
る
な
り
と
︒
彼
の
師
通
じ
て
曰
く
︒
此
等
の
経
文
は
是
れ
︑
翻
訳
家
も
と
よ
り
漢
互
い
に
挙
げ
て
其
の
文
を
綺
飾
す
︒
若
し
外
国
語

を
し
て
存
ぜ
し
め
ば
︑
既
に
︿
若
使
涅
槃
非
涅
槃
者
﹀
と
言
え
り
︒
又
た
諸
結
の
火
滅
す
る
が
故
に
涅
槃
と
名
づ
く
︒
覚
観
を
離
る
る
が
故
な
り
︒  



  ︻
現
代
語
訳
︼ 

問
う
︒
も
し
初
師
の
説
を
と
れ
ば
︑
こ
れ
ら
の
説
は
ど
の
よ
う
に
会
通
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
︒
高
貴
徳
王
菩
薩
品
に
︵
高
貴
徳
王
︶
菩

薩
が
︵
仏
を
︶
論
難
し
て
言
う
通
り
で
あ
る
︒﹁
も
し
滅
度
が
涅
槃
で
な
か
っ
た
ら
︑
ど
う
し
て
三
ヶ
月
後
に
完
全
に
涅
槃
に
入
る
と
約
束
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
﹂
と
︒
ま
た
︑
獅
子
吼
菩
薩
品
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
︒﹁
多
く
の
煩
悩
の
火
が
消
滅
す
る
か
ら
滅
度
と
い
う
︒
精
・
粗
の
心
作

用
を
離
れ
て
い
る
か
ら
涅
槃
と
い
う
﹂
と
︒
こ
れ
ら
の
経
文
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
︒
滅
度
は
涅
槃
と
い
う
語
を
そ
の
ま
ま
翻
訳
し
た
も
の
で
は

な
い
︑
と
︒
彼
の
師
が
会
通
し
て
言
う
に
は
︑﹁
こ
れ
ら
の
経
文
は
も
と
よ
り
︑
訳
経
者
が
漢
語
を
あ
れ
こ
れ
と
用
い
て
訳
文
を
飾
り
立
て
た
も
の

で
あ
る
︒
外
国
語
を
残
せ
ば
︑︿
若
使
涅
槃
非
涅
槃
者
﹀
と
言
う
こ
と
に
な
る
︒
ま
た
︑
煩
悩
の
火
が
消
滅
す
る
か
ら
涅
槃
と
い
い
︑
精
・
粗
の
心

作
用
を
離
れ
て
い
る
か
ら
涅
槃
と
い
う
︒
漢
語
を
残
せ
ば
︑︿
若
使
滅
度
非
滅
度
﹀
と
言
う
こ
と
に
な
る
︒
下
の
文
は
先
と
同
様
で
あ
る
﹂
と
︒
以

上
の
意
味
合
い
に
よ
っ
て
︑
両
者
の
説
が
矛
盾
せ
ず
に
同
時
に
成
立
し
う
る
の
で
あ
る
︒ 

                                        

         

故
に
涅
槃
と
名
づ
く
︒
如
し
其
れ
此
の
土
の
語
を
し
て
存
ぜ
し
め
ば
︑
既
に
若
し
滅
度
を
し
て
滅
度
に
非
ら
ざ
ら
し
め
ば
︑
既
に
︿
若
使
滅
度
非
滅

度
者
﹀
と
云
え
り
︒
下
の
文
も
例
し
て
爾
り
︒
是
の
義
に
由
る
が
故
に
相
違
せ
ざ
る
な
り
︒ 

 

⼀  

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄︵
南
本
︶﹁
高
貴
徳
王
菩
薩
品
﹂
引
用
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑p757c ll.6~12

︶ 

﹁
世
尊
︒
若
使
滅
度
非
涅
槃
者
︒
何
故
如
來
自
期
三
月
當
般
涅
槃
︒
世
尊
︒
若
斷
煩
惱
是
涅
槃
者
︒
如
來
往
昔
初
在
道
場
菩
提
樹
下
︒
斷
煩
惱
時
便
是
涅
槃
︒
何
故
復
言

却
後
三
月
當
般
涅
槃
︒
世
尊
︒
若
使
爾
時
是
涅
槃
者
︒
云
何
方
爲
拘
尸
那
城
諸
力
士
等
︒
説
言
後
夜
當
般
涅
槃
︒
如
來
誠
實
云
何
發
是
虚
妄
之
言
﹂ 

⼆ 

 
結
 
煩
悩
︒
衆
生
を
生
死
に
結
び
付
け
︑
繋
ぎ
と
め
て
い
る
諸
要
素
︒ 

三 

覚
観

覚
︵
大
ま
か
な
思
考
︑
心
の
分
別
作
用
︶︑
観
︵
微
細
な
思
考
︑
細
か
な
分
別
心
︶︒ 

 

 

四  

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄︵
南
本
︶﹁
獅
子
吼
菩
薩
品
﹂
引
用
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑p794b l.27~c l.2

︶ 

﹁
諸
結
火
滅
︒
故
名
滅
度
︒
離
覺
觀
故
︒
故
名
涅
槃
︒
遠
憒
閙
故
︒
名
曰
寂
靜
︒
永
斷
必
死
︒
故
名
無
病
︒
一
切
無
故
︒
名
無
所
有
︒
善
男
子
︒
若
菩
薩
摩
訶
薩
作
是
觀

時
︒
即
得
明
了
見
於
佛
性
﹂ 
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︻
テ
キ
ス
ト
︼p.240c l.25~p.241a l.4

問
二
師
所
説
何
是
何
非
︒
答
或 

有
説
者
︒
二
説
倶
是
︒
悉
依
經
文
而
成
立
故
︒
是
義 

云
何
︒
涅
槃
之
名
即
含
二
義
︒
所
謂
密
語
及
顯
了 

語
︒
依
顯
了
語
正
翻
滅
度
︒
如
初
師
説
︒
若
依
密
語 

即
含
多
訓
︒
如
後
師
訓
︒
由
是
道
理
二
説
悉
得
︒
若 

依
是
意
通
彼
難
者
︒
就
顯
了
義
有
正
翻
︒
故
隨
其 

類
音
普
告
衆
生
︒
就
其
密
語
含
多
義
訓
︒
是
故
後 

文
亦
得
善
通
︒
説
言
︒
若
使
滅
度
者
擧
顯
了
語
死 

滅
度
也
︒
非
涅
槃
者
取
密
語
内
不
識
義
也
︒

 ︻
書
き
下
し
︼ 

問
う
︑
二
師
の
所
説
は
何
れ
が
是
︑
何
れ
が
非
な
る
や
と
︒
或
い
は
有
る
の
説
く
は
︑﹁
答
う
︑
二
説
倶
に
是
な
り
︒
悉
く
経
文
に
よ
り
て
成
立

す
る
故
な
り
﹂
と
︒
是
の
義
は
云
何
︒
涅
槃
の
名
は
即
ち
二
義
を
含
む
︒
所
謂
密
語
⼀

及
び
顕
了
⼆

語
な
り
︒
顕
了
語
に
依
り
て
は
︑
正
し
く
︿
滅

度
﹀
と
翻
ず
︒
初
師
の
説
の
ご
と
し
︒
若
し
密
語
に
依
ら
ば
︑
即
ち
多
訓
を
含
む
︒
後
師
の
訓
の
ご
と
し
︒
こ
の
道
理
に
依
り
て
︑
二
説
悉
く
得
︒

若
し
こ
の
意
に
依
ら
ば
︑
彼
の
難
は
通
ず
︒
顕
了
の
義
に
就
か
ば
正
し
く
翻
ず
る
有
り
︒
故
に
そ
の
類
音
に
随
い
て
︑
普
く
衆
生
に
告
ぐ
︒
其
の
密

語
に
就
か
ば
︑
多
義
の
訓
を
含
む
︒
こ
の
故
に
後
文
も
ま
た
善
く
通
ず
る
を
得
︒
説
い
て
言
は
く
︑︿
若
使
滅
度
﹀
は
顕
了
語
を
挙
ぐ
れ
ば
︑
死
は

︿
滅
度
﹀
な
り
三

︒﹁
非
涅
槃
者
﹂
は
︑
密
語
の
内
の
︿
不
識
﹀
の
義
を
取
る
な
り
四

︒ 

 ︻
現
代
語
訳
︼ 

問
う
︑﹁
二
人
の
説
く
と
こ
ろ
は
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
ど
ち
ら
が
間
違
い
な
の
か
﹂
と
︒
あ
る
人
が
言
う
に
は
︑﹁
二
師
の
説
く
と
こ
ろ
は
両
方

と
も
正
し
い
︒
す
べ
て
経
文
に
根
拠
が
あ
っ
て
︑
成
立
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
﹂
と
︒
こ
の
意
味
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
︒︿
涅
槃
﹀
と
い
う

言
葉
は
す
な
わ
ち
二
つ
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
︒︵
い
わ
ゆ
る
︶
密
語
と
顕
了
語
と
で
あ
る
︒
顕
了
語
に
基
づ
け
ば
︑
確
か
に
︿
滅
度
﹀
と
翻
訳
さ

れ
て
い
る
︒
初
師
の
説
く
と
こ
ろ
の
よ
う
で
あ
る
︒
も
し
密
語
に
基
づ
け
ば
︑︵
密
語
で
は
︶
多
く
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
︒
後
師
の
説
く
と
こ
ろ
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の
よ
う
で
あ
る
︒
こ
の
理
由
に
よ
っ
て
︑
二
説
は
両
方
と
も
成
り
立
つ
︒
若
し
こ
の
考
え
に
よ
る
な
ら
ば
︑
そ
の
難
点
は
解
決
す
る
︒
顕
了
語
の
意

味
の
立
場
で
は
確
か
に
翻
訳
さ
れ
る
の
で
あ
る
︒
よ
っ
て
︑︵
経
の
説
く
よ
う
に
︶﹁
衆
生
の
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
に
し
た
が
っ
て
︑
広
く
衆
生
に
︵
仏

が
︶
告
げ
ら
れ
る
﹂
の
で
あ
る
︒
密
語
に
基
づ
い
た
な
ら
ば
多
く
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
︒
こ
の
理
由
に
よ
っ
て
︑
後
師
の
言
葉
も
ま
た
善
く
会
通

す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
説
い
て
言
う
に
は
︑︿
若
使
滅
度
﹀
と
は
顕
了
語
を
挙
げ
る
の
で
︑︿
死
﹀
は
︿
滅
度
﹀
で
あ
る
︒︿
非
涅
槃
者
﹀
と
は
密
語

の
内
の
﹁︿
不
識
﹀
の
意
味
﹂
を
取
る
の
で
あ
る
で
あ
る
︒ 

                                         

         

 

⼀ 

 
密
語
 
仏
が
真
実
を
裏
に
隠
し
て
説
い
た
こ
と
ば
や
教
え
︒ 

⼆ 

顕
了
 
明
ら
か
な
こ
と
︒
言
葉
が
明
瞭
な
こ
と
︒ 

 
三  

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄︵
南
本
︶︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑p.757c ll.6~12

︶ 

﹁
月
吾
當
涅
槃
︒
世
尊
︒
若
使
滅
度
非
涅
槃
者
︒
何
故
如
來
自
期
三
月
當
般
涅
槃
︒
世
尊
︒
若
斷
煩
惱
是
涅
槃
者
︒
如
來
往
昔
初
在
道
場
菩
提
樹
下
︒
斷
煩
惱
時
便
是
涅

槃
︒
何
故
復
言
却
後
三
月
當
般
涅
槃
︒
世
尊
︒
若
使
爾
時
是
涅
槃
者
︒
云
何
方
爲
拘
尸
那
城
諸
力
士
等
︒
説
言
後
夜
當
般
涅
槃
︒
如
來
誠
實
云
何
發
是
虚
妄
之
言
﹂ 

四  

︿
不
識
﹀
の
語
の
う
ち
︑︹
識
︺
の
字
は
︑
大
正
蔵
テ
キ
ス
ト
の
﹃
涅
槃
経
﹄
北
本
で
は
︹
織
︺︵﹁
涅
者
言
不
︒
槃
者
言
織
︒
不
織
之
義
名
爲
涅
槃
﹂p.514c l.15-l.16

︶

と
し
︑
南
本
で
は
︹
滅
︺︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二p.758c ll.18~19

︶
と
な
っ
て
い
る
︒
た
だ
し
︑
南
本
テ
キ
ス
ト
の
対
校
記
で
は
︑
三
本
・
聖
護
蔵
本
と
も
に
︹
織
︺
と
あ

る
︒﹃
涅
槃
宗
要
﹄
の
﹃
大
正
蔵
経
﹄
テ
キ
ス
ト
で
は
こ
こ
の
よ
う
に
﹁
識
﹂
と
あ
る
が
︑
そ
の
底
本
で
あ
る
日
光
輪
王
寺
写
本
で
は
北
本
涅
槃
経
と
同
じ
く
﹁
織
﹂
と
あ

る
︵﹃
校
訂
国
訳
涅
槃
経
宗
要
﹄
二
九
一
頁
三
行
目
︶︒﹃
校
訂
国
訳
涅
槃
経
宗
要
﹄
は
お
そ
ら
く
南
本
涅
槃
経
テ
キ
ス
ト
に
拠
っ
て
か
︑﹁
滅
﹂
と
し
て
い
る
︵
同
書
四
七

頁
︑
注
一
○
三
︶︒ 

  ︻
テ
キ
ス
ト
︼p.241a ll.4~11

難
意
正
言
︒
若
使
死
滅
之
滅
度
義
非
不
滅
之
涅
槃
義 

者
︒
何
故
以
是
不
識
之
名
自
期
三
月
當
般
涅
槃
︒ 

以
先
樹
下
成
道
之
時
已
得
不
識
之
涅
槃
故
︒
要
有 

煩
惱
乃
識
生
死
︒
故
師
子
吼
言
︒
諸
結
火
滅
名
滅 

度
者
亦
是
顯
了
語
之
滅
度
︒
離
覺
覺
故
名
涅
槃
者 

取
密
語
内
無
苦
之
義
︒
入
無
餘
時
苦
報
滅
已
方 
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離
覺
覺
分
別
心
故
︒
由
是
道
理
諸
善
説
通
也
︒

 ︻
書
き
下
し
︼ 

難
の
意
正
し
く
言
わ
く
︑︿
若
使
死
滅
﹀
の
滅
度
の
義
は
不
滅
⼀

の
涅
槃
の
義
に
非
ざ
れ
ば
︑
何
が
故
に
是
の
不
識
⼆

の
名
を
以
っ
て
﹁
自
ら
三
月

に
当
に
般
涅
槃
す
べ
し
と
期
す
﹂
と
す
る
や
︒
先
の
樹
下
の
成
道
の
時
を
以
っ
て
す
で
に
不
識
の
涅
槃
を
得
た
る
故
な
り
︒
要
ず
煩
悩
有
ら
ば
す
な

わ
ち
生
死
を
識
る
︒
故
に
師
子
吼
に
言
う
︒︿
諸
結
火
滅
名
滅
度
﹀
と
は
︑
ま
た
是
れ
顕
了
語
の
滅
度
な
り
︒︿
離
覚
覚
故
名
涅
槃
三

﹀
と
は
︑
密
語

の
内
を
取
り
て
苦
無
き
の
義
な
り
︒
無
余
四

に
入
る
時
︑
苦
報
滅
し
已
り
︑
ま
さ
に
覚
覚
︵
観
五

︶
の
分
別
心
を
離
れ
る
が
故
な
り
︒
こ
の
道
理
に

由
り
て
︑
諸
の
善
説
通
ず
る
な
り
︒ 

 ︻
現
代
語
訳
︼ 

論
難
の
意
味
は
正
し
く
︑
次
の
よ
う
で
あ
る
︒
す
な
わ
ち
︑︿
若
使
滅
度
﹀
の
﹁
滅
度
﹂
の
意
味
は
不
滅
と
い
う
意
味
で
は
な
い
の
で
あ
れ
ば
︑

し
て
﹁
不
織
﹂
の
名
称
に
よ
っ
て
﹁
自
ら
三
カ
月
後
に
般
涅
槃
す
る
﹂
と
言
う
の
で
あ
る
か
と
︒
そ
の
前
に
菩
提
樹
の
下
で
悟
り
を
開
い
た
時

に
す
で
に
﹁
不
識
﹂
と
い
う
涅
槃
を
得
て
い
た
で
は
な
い
か
︒
必
ず
煩
悩
が
あ
れ
ば
︵
す
な
わ
ち
︶
生
死
を
識
る
の
で
あ
る
︒
そ
れ
故
︑
師
子
吼
菩

薩
品
に
言
う
︿
諸
結
火
滅
名
滅
度
﹀
と
は
︑
ま
た
︑
こ
れ
は
顕
了
語
と
し
て
の
滅
度
︵
の
意
味
︶
で
あ
る
︒︿
離
覚
観
故
名
涅
槃
﹀
と
は
︑
密
語
の

中
の
苦
し
み
が
無
い
と
い
う
意
味
を
取
る
の
で
あ
る
︒
無
余
涅
槃
に
入
る
時
に
苦
と
い
う
報
い
を
滅
し
終
わ
り
︑
ま
さ
に
精
・
粗
の
心
作
用
と
い
う

心
の
働
き
を
離
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
︒ 

ど
う

                                        

         以
上
の
道
理
に
よ
っ
て
︑
多
く
の
善
説
が
通
用
す
る
の
で
あ
る
︒ 

 

⼀ 

 
不
滅
 
こ
の
語
の
﹁
滅
﹂
の
字
は
﹃
大
正
蔵
経
﹄
テ
キ
ス
ト
の
底
本
で
あ
る
日
光
輪
王
寺
写
本
で
は
﹁
織
﹂
の
字
と
な
っ
て
い
る
︵﹃
校
訂
国
訳
涅
槃
経
宗
要
﹄
二
九
一

頁
三
行
目
︶︒ 
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⼆ 

 
不
識
 
こ
の
語
の
﹁
識
﹂
の
字
は
日
光
輪
王
寺
写
本
で
は
﹁
織
﹂
の
字
と
な
っ
て
お
り
︵
前
注
書
同
頁
三
〜
四
行
︶︑﹃
大
正
蔵
経
﹄
テ
キ
ス
ト
の
翻
刻
が
一
定
し
て
い

な
い
︒
こ
の
文
脈
で
は
﹁
不
滅
﹂
の
方
が
意
味
が
取
り
や
す
い
︒ 

三  

︿
離
覚
覚
故
名
涅
槃
﹀
 
﹁
離
覚
覚
﹂
は
先
に
挙
げ
た
引
用
文
に
あ
る
よ
う
に
﹃
涅
槃
経
﹄
自
体
は
﹁
離
覚
観
﹂
で
あ
る
︒
し
か
し
︑﹃
涅
槃
宗
要
﹄
の
﹃
大
正
蔵
経
﹄

テ
キ
ス
ト
︑
そ
の
底
本
で
あ
る
日
光
輪
王
寺
写
本
で
は
﹁
離
覚
覚
﹂
と
な
っ
て
お
り
︑
誤
り
と
思
わ
れ
る
︒
そ
れ
が
著
者
元
暁
の
誤
り
か
写
本
の
誤
り
か
は
判
然
と
し
な

い
︒
な
お
︑﹃
校
訂
国
訳
涅
槃
経
宗
要
﹄
で
は
﹁
覚
観
﹂
と
訂
正
し
て
い
る
︵
四
八
頁
注
一
○
七
︶︒ 

四 

 
無
余
 
余
す
と
こ
ろ
無
く
涅
槃
の
境
地
に
至
る
こ
と
︒ 

五 

 
離
覚
覚
分
別
心
 
こ
の
﹁
離
覚
覚
﹂
も
前
注
三
と
同
様
の
状
況
で
︑
日
光
輪
王
寺
写
本
も
﹁
離
覚
覚
﹂
に
な
っ
て
い
る
が
﹁
離
覚
観
﹂
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
︒﹃
校
訂

国
訳
涅
槃
経
宗
要
﹄
も
﹁
離
覚
観
﹂
と
訂
正
し
て
い
る
︵
同
前
書
同
頁
注
一
○
八
︶︒
い
ま
︑
書
き
下
し
に
は
カ
ッ
コ
で
示
し
︑
現
代
語
訳
は
﹁
覚
観
﹂
の
意
で
訳
し
た
︒ 

  ︻
テ
キ
ス
ト
︼p.241a ll.11~19

次
釋
義
者
︒
且
依
顯
了
之
語
以
釋
有
翻
之
義
︒
此
土 

釋
之
言
大
滅
度
︒
所
言
大
者
︒
古
人
釋
云
︒
莫
先
爲 

義
︒
謂
釋
勝
之
時
莫
是
爲
先
︒
非
約
時
前
後
言
無 

先
也
︒
依
下
經
文
大
有
六
義
︒
一
者
廣
之
莫
先
故 

名
爲
大
︒
如
經
言
︒
大
者
其
性
廣
博
猶
如
虚
空
無 

所
不
至
︒
涅
槃
如
是
故
名
爲
大
︒
二
者
長
之
莫
先 

故
名
爲
大
︒
如
經
言
︒
所
言
大
者
名
之
爲
長
︒
譬
如 

有
人
壽
命
無
量
名
大
歳
夫
︒

 ︻
書
き
下
し
︼ 

次
に
義
を
釈
せ
ば
︑
且
ら
く
顕
了
⼀

の
語
に
よ
り
以
っ
て
有
翻
の
義
を
釈
す
︒
此
の
土
に
こ
れ
を
釈
し
て
大
滅
度
と
言
う
︒
言
う
所
の
﹁
大
﹂
と

は
古
人
釈
し
て
云
く
︑
先
莫
き
を
義
と
な
す
︒﹁
勝
﹂
を
釈
す
る
の
と
き
︑
是
を
先
と
為
す
な
き
を
謂
う
︒
時
の
前
後
に
約
し
て
先
な
し
と
言
う
に

非
ざ
る
な
り
と
︒
下
の
経
の
文
に
依
ら
ば
﹁
大
﹂
に
六
義
有
り
︒
一
は
広
の
先
莫
き
が
故
に
名
づ
け
て
大
と
為
す
︒
経
の
言
う
如
く
﹁
大
﹂
と
は
其

の
性
広
博
⼆

に
し
て
三

猶
お
虚
空
四

の
如
く
至
ら
ざ
る
所
無
し
と
︒
涅
槃
は
是
く
の
如
き
な
る
が
故
に
名
づ
け
て
大
と
為
す
︒
二
に
は
長
の
先
莫
き
が  
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故
に
名
づ
け
て
大
と
為
す
︒
経
に
言
う
如
く
︑﹁
言
う
所
の
﹃
大
﹄
と
は
之
を
名
づ
け
て
長
と
為
す
︒
譬
え
ば
人
有
り
て
寿
命
の
無
量
な
る
を
大
歳

夫
と
名
づ
く
る
が
如
し
五

﹂
と
︒ 

 ︻
現
代
語
訳
︼ 

次
に
意
味
を
解
釈
す
る
と
は
︑
し
ば
ら
く
顕
了
の
語
に
依
っ
て
翻
訳
で
き
る
と
い
う
意
味
を
説
明
す
る
︒
こ
の
中
国
で
は
︑
訳
し
て
大
滅
度
と
い

大
﹂
と
は
古
人
が
解
釈
し
て
先
︵
例
︶
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
そ
の
意
味
で
あ
る
︒
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
解
釈
し
て
先
︵
例
︶
が
な
い
と

い
う
の
で
あ
る
︒
時
間
の
前
後
に
つ
い
て
先
が
な
い
と
言
う
の
で
は
な
い
︒
次
の
経
文
に
依
る
な
ら
ば
﹁
大
﹂
に
は
六
つ
の
意
味
が
あ
る
︒
一
つ
は

広
大
さ
と
い
う
点
に
つ
い
て
︑
そ
れ
を
越
え
る
も
の
が
な
い
の
で
大
と
名
付
け
る
︒
経
文
に
︑﹁
大
﹂
と
は
そ
の
本
性
が
広
大
で
あ
っ
て
︑
虚
空
の

如
く
で
あ
り
い
き
わ
た
ら
な
い
と
こ
ろ
が
な
い
︑
と
い
う
が
如
く
で
あ
る
︒
涅
槃
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
︑
名
付
け
て
大
と
す
る
︒
二
に
は

長
さ
の
点
で
そ
の
先
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
﹁
大
﹂
と
名
付
け
る
︒
経
文
に
あ
る
よ
う
に
﹁
大
と
は
長
と
名
付
け
る
︒
例
え
ば
人
が
あ
っ
て
︑
寿
命

が
無
限
で
あ
る
こ
と
を
大
歳
夫
と
名
付
け
る
が
如
く
で
あ
る
﹂
と
︒ 

う
︒﹁

                                        

         

 
 

⼀ 

 
顕
了
 
明
ら
か
な
こ
と
︒
先
に
出
て
き
た
﹁
密
語
﹂
の
対
︒ 

⼆ 

 
広
博
 
ひ
ろ
い
︒
同
じ
意
味
の
語
を
二
字
重
ね
た
熟
語
︒ 

三 

 
大
者
其
性
廣
博
 
以
下
の
﹁
猶
如
虚
空
無
所
不
至
︒
涅
槃
如
是
故
名
爲
大
︒﹂
の
文
言
が
﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
北
本
・
南
本
共
に
な
い
︒ 

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
南
本
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑p.391b l.29~p.391c l.4

︶ 

﹁
佛
告
迦
葉
︒
所
言
大
者
其
性
廣
博
︒
猶
如
有
人
壽
命
無
量
名
大
丈
夫
︒
是
人
若
能
安
住
正
法
名
人
中
勝
︒
如
我
所
説
八
大
人
覺
︒
爲
一
人
有
爲
多
人
有
︒
若
一
人
具
八

則
爲
最
勝
︒
所
言
涅
槃
者
無
諸
瘡
疣
︒﹂ 

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
北
本
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑p.631c ll.13~17

︶ 

﹁
佛
告
迦
葉
︒
所
言
大
者
其
性
廣
博
猶
如
有
人
壽
命
無
量
名
大
丈
夫
︒
是
人
若
能
安
住
正
法
名
人
中
勝
︒
如
我
所
説
八
大
人
覺
︒
爲
一
人
有
爲
多
人
有
︒
若
一
人
具
八
則

爲
最
勝
︒
所
言
涅
槃
者
無
諸
瘡
疣
︒﹂ 

四 

 
虚
空
 
虚
・
空
と
も
無
の
別
称
︒
虚
に
し
て
形
質
が
な
く
︑
空
で
あ
り
︑
そ
の
存
在
が
他
の
も
の
に
障
害
と
な
ら
な
い
が
故
に
虚
空
と
名
付
け
る
︒ 
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五 

 
前
註
三
で
挙
げ
た
﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
の
引
文
中
に
﹁
猶
如
有
人
壽
命
無
量
名
大
丈
夫
﹂
と
あ
る
︒ 

  ︻
テ
キ
ス
ト
︼p.241a ll.19~29

三
者
深
之
莫
先
故 

名
爲
大
︒
如
經
言
︒
大
者
名
爲
不
可
思
議
︒
一
切
世 

間
聲
聞
縁
覺
不
能
測
量
涅
槃
之
義
故
名
爲
大
︒ 

四
者
高
之
莫
先
故
爲
大
如
經
言
︒
譬
如
大
山
一 

切
世
人
不
能
得
上
故
名
爲
大
︒
涅
槃
如
是
凡
夫 

二
乘
及
諸
菩
薩
不
能
窮
到
故
名
爲
大
︒
五
者
多 

之
莫
先
故
名
爲
大
︒
如
經
言
︒
譬
如
大
藏
多
諸
珍 

寶
︒
涅
槃
如
是
多
有
種
種
妙
法
珍
寶
故
名
大
︒
六 

者
勝
之
莫
先
故
名
爲
大
︒
如
經
言
︒
如
世
間
中
勝 

上
主
人
名
爲
大
人
︒
涅
槃
如
是
諸
法
中
勝
故
名 

爲
大
︒
大
義
如
是
︒ 

 ︻
書
き
下
し
︼ 

三
に
は
深
き
こ
と
の
先
莫
き
が
故
に
名
づ
け
て
大
と
為
す
︒
経
の
言
う
如
く
⼀

︑
①
﹁
大
と
は
名
づ
け
て
不
可
思
議
と
為
す
︒
一
切
世
間
と
声
聞

縁
覚
︑
涅
槃
の
義
を
測
量
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
が
故
に
名
づ
け
て
大
と
為
す
﹂
と
︒
四
に
は
高
き
こ
と
の
先
莫
き
が
故
に
名
づ
け
て
大
と
為
す
︒
経

の
言
う
如
く
︑
②
﹁
譬
え
ば
大
山
の
一
切
世
人
の
上
る
こ
と
を
得
る
能
わ
ざ
る
が
故
に
名
づ
け
て
大
と
為
す
が
如
し
﹂
と
︒
涅
槃
も
是
く
の
如
く
凡

夫
二
乗
及
び
諸
の
菩
薩
の
窮
到
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
が
故
に
名
づ
け
て
大
と
為
す
︒
五
に
は
多
き
こ
と
の
先
莫
き
が
故
に
名
づ
け
て
大
と
為
す
︒
経

の
言
う
如
く
︑
③
﹁
譬
え
ば
大
蔵
に
諸
の
珍
宝
多
き
が
如
し
︒
涅
槃
も
是
く
の
如
く
多
く
種
種
の
妙
法
珍
宝
有
る
が
故
に
名
づ
け
て
大
と
為
す
﹂
と
︒

六
に
は
勝
る
こ
と
先
莫
き
が
故
に
名
づ
け
て
大
と
為
す
︒
経
の
言
う
如
く
︑
④
﹁
世
間
の
中
に
勝
上
の
主
人
を
名
づ
け
て
大
人
と
為
す
が
如
し
︒
涅

槃
も
是
く
の
如
く
諸
法
の
中
に
勝
れ
た
る
が
故
に
名
づ
け
て
大
と
為
す
﹂
と
︒
大
の
義
是
く
の
如
し
︒ 
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  ︻
現
代
語
訳
︼ 

三
に
は
︑
深
い
こ
と
が
こ
の
上
な
い
た
め
に
名
づ
け
て
大
と
す
る
の
で
あ
る
︒
経
文
に
言
う
と
お
り
︑﹁
大
と
は
不
可
思
議
と
名
づ
け
る
︒
お
よ

そ
世
の
中
の
全
て
の
人
々
と
声
聞
︑
縁
覚
の
輩
に
は
涅
槃
の
意
味
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
名
づ
け
て
大
と
す
る
の
で
あ
る
﹂
と
︒
四

に
は
︑
高
い
こ
と
が
こ
の
上
な
い
た
め
に
名
づ
け
て
大
と
す
る
の
で
あ
る
︒
経
文
に
言
う
と
お
り
︑﹁
例
え
ば
高
い
山
を
︑
誰
も
が
上
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
に
大
と
名
づ
け
る
の
と
同
じ
で
あ
る
﹂
と
︒
涅
槃
も
こ
の
よ
う
に
凡
夫
や
声
聞
︑
縁
覚
の
輩
や
さ
ら
に
は
菩
薩
た
ち
も
極
め
き
る
こ
と

い
た
め
に
名
づ
け
て
大
と
す
る
の
で
あ
る
︒
五
に
は
︑
多
い
こ
と
が
こ
の
上
な
い
た
め
に
大
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
︒
経
文
に
言
う
と
お

り
︑﹁
例
え
ば
大
蔵
に
諸
々
の
珍
宝
が
多
い
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
︒
涅
槃
に
も
こ
の
よ
う
に
種
々
の
妙
法
や
珍
宝
が
多
く
蔵
さ
れ
て
い
る
た
め
に
名

づ
け
て
大
と
す
る
の
で
あ
る
﹂
と
︒
六
に
は
︑
優
れ
て
い
る
こ
と
が
こ
の
上
な
い
た
め
に
名
づ
け
て
大
と
す
る
の
で
あ
る
︒
経
文
に
言
う
と
お
り
︑

世
の
中
で
優
れ
て
い
る
人
物
を
名
づ
け
て
大
人
と
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
︒
涅
槃
も
こ
の
よ
う
に
諸
法
の
中
で
優
れ
て
い
る
た
め
に
名
づ
け
て
大
と

す
る
﹂
と
︒
大
の
意
味
は
こ
の
通
り
で
あ
る
︒ 

が
で
き
な

                                        

         

  

⼀ 

 
書
き
下
し
文
中
①
〜
④
の
引
用
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
﹃
大
乗
義
章
﹄
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
載
る
︒
元
暁
は
こ
れ
を
引
用
し
て
い
る
か
︒ 

﹃
大
乗
義
章
﹄
慧
遠
述
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
四
十
四
︑p.813c l.18~p.814a l.3

︶ 

﹁
爲
摩
訶
般
涅
槃
那
︒
摩
訶
名
大
︒
大
義
有
六
︒
一
者
常
義
︒
故
涅
槃
云
︒
所
言
大
者
名
之
爲
常
︒
譬
如
有
人
壽
命
無
量
名
大
丈
夫
︒
二
者
廣
義
︒
故
涅
槃
云
︒
所
言
大

者
其
性
廣
博
︒
猶
如
虚
空
無
所
不
至
︒
涅
槃
如
是
︒
故
名
爲
廣
︒
三
者
多
義
︒
能
別
非
一
︒
故
涅
槃
云
︒
③
譬
如
大
藏
多
諸
珍
異
︒
涅
槃
如
是
︒
多
有
種
種
妙
法
珍
寶
︒

故
名
爲
大
︒
四
者
深
義
︒
淵
奧
難
測
︒
故
涅
槃
云
︒
①
大
者
名
爲
不
可
思
議
︒
一
切
世
間
聲
聞
縁
覺
不
能
測
量
涅
槃
之
義
︒
故
名
爲
大
︒
五
者
高
義
︒
位
分
高
出
餘
人

不
至
︒
故
涅
槃
云
︒
②
譬
如
大
山
一
切
世
人
不
能
得
上
︒
故
名
爲
大
︒
涅
槃
如
是
︒
凡
夫
二
乘
及
諸
菩
薩
不
能
窮
到
︒
故
名
爲
大
︒
六
者
勝
義
︒
④
如
世
間
中
勝
上
之

人
名
爲
大
人
︒
涅
槃
如
是
︒
諸
法
中
勝
︒
故
名
爲
大
︒
大
義
如
是
︒﹂ 
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︻
テ
キ
ス
ト
︼p.241a l.29~p.241b l.10

所
言
滅
者
略
有
四
義
︒
事
滅
理 

滅
徳
滅
擇
滅
︒
言
事
滅
者
︒
還
無
爲
義
︒
義
當
應
化 

身
︒
正
智
亦
亡
故
名
爲
滅
︒
如
經
言
︒
佛
此
夜
滅
度
︒ 

如
薪
盡
火
滅
︒
如
是
事
滅
當
體
立
名
︒
言
理
滅
者
︒ 

寂
漠
爲
義
︒
謂
從
本
來
無
動
無
起
故
名
爲
滅
︒
如 

經
言
︒
一
切
諸
法
不
生
不
滅
本
來
寂
靜
自
性
涅 

槃
︒
如
是
理
滅
寄
全
音
︒
言
徳
滅
者
︒
永
離
爲
義
︒
謂 

諸
功
徳
離
相
離
性
不
守
自
性
互
相
一
味
故
名
爲 

滅
︒
如
下
文
言
︒
受
安
樂
者
即
解
脱
︒
眞
解
脱
者 

即
是
如
來
︒
如
來
即
涅
槃
乃
至
廣
説
︒
如
是
徳
滅 

從
義
受
名
︒

 ︻
書
き
下
し
︼ 

言
う
所
の
滅
に
は
略
し
て
四
義
⼀

有
り
︒
事
滅
︑
理
滅
︑
徳
滅
︑
択
滅
な
り
︒
事
滅
と
言
う
は
︑
無
に
還
る
を
義
と
為
す
︒
義
は
当
に
応
化
身
な

る
べ
し
︒
正
し
く
智
も
ま
た
亡
ず
る
が
故
に
名
づ
け
て
滅
と
為
す
︒
経
の
言
う
如
く
︑﹁
仏
こ
の
夜
に
滅
度
す
︒
薪
つ
き
て
火
滅
す
る
が
如
し
⼆

﹂
と
︒

是
く
の
如
く
︑
事
滅
の
当
体
に
名
を
立
つ
︒
理
滅
と
言
う
は
︑
寂
漠
を
義
と
為
す
︒
謂
く
︑
本
よ
り
こ
の
か
た
動
無
く
起
無
き
が
故
に
名
づ
け
て
滅

と
為
す
︒
経
の
言
う
如
く
︑﹁
一
切
諸
法
は
不
生
不
滅
な
り
︒
本
来
寂
静
に
し
て
自
性
涅
槃
な
り
三

﹂
と
︒
是
く
の
如
く
理
滅
は
全
音
に
寄
る
︒
徳
滅

と
言
う
は
︑
永
離
を
義
と
為
す
︒
謂
く
︑
諸
の
功
徳
は
離
相
・
離
性
に
し
て
自
性
を
守
ら
ず
︑
互
い
の
相
︑
一
味
四

な
る
が
故
に
名
づ
け
て
滅
と
為

す
︒
下
の
文
に
言
う
が
如
く
︑﹁
安
楽
を
受
く
る
は
即
ち
解
脱
な
り
︒
真
解
脱
は
即
ち
是
れ
如
来
な
り
︒
如
来
は
即
ち
涅
槃
な
り
乃
至
広
説
五

﹂
六

と
︒
是
く
の
如
く
徳
滅
は
義
に
従
っ
て
名
を
受
く
︒ 

 ︻
現
代
語
訳
︼ 

経
文
に
言
う
所
の
﹁
滅
﹂
に
は
簡
略
に
言
え
ば
四
つ
の
意
味
が
あ
る
︒
そ
れ
は
﹁
事
滅
﹂︑﹁
理
滅
﹂︑﹁
徳
滅
﹂︑﹁
択
滅
﹂
で
あ
る
︒﹁
事
滅
﹂
と

言
う
の
は
無
に
還
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
︒
こ
の
意
味
は
応
化
身
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
ま
さ
し
く
︑
智
も
消
滅
す
る
の
で
名
づ
け
て
滅
と
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す
る
の
で
あ
る
︒
経
文
に
言
う
と
お
り
︑﹁
仏
は
こ
の
夜
に
入
滅
す
る
︒
薪
が
燃
え
つ
き
て
火
が
消
え
る
よ
う
に
﹂
と
︒
こ
の
よ
う
に
﹁
事
滅
﹂
の

具
体
的
内
容
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
名
を
立
て
る
の
で
あ
る
︒﹁
理
滅
﹂
と
言
う
の
は
︑
寂
漠
と
い
う
意
味
で
あ
る
︒
本
来
︑
動
く
こ
と
が
な
く
︑
生

こ
と
も
な
い
の
で
名
づ
け
て
滅
と
す
る
の
で
あ
る
︒
経
文
に
言
う
と
お
り
︑﹁
一
切
の
存
在
は
生
じ
も
せ
ず
︑
滅
し
も
し
な
い
︒
本
来
寂
静

で
そ
の
自
ら
の
性
質
と
し
て
涅
槃
で
あ
る
﹂
と
︒
こ
の
よ
う
に
﹁
理
滅
﹂
と
は
完
全
な
字
︵
と
し
て
の
言
葉
の
意
味
︶
に
よ
る
こ
と
で
あ
る
︒﹁
徳

滅
﹂
と
言
う
の
は
︑
永
離
と
い
う
意
味
で
あ
る
︒
様
々
な
徳
性
と
い
う
の
は
︑︵
一
切
の
存
在
が
︶
様
相
を
離
れ
︑
本
性
を
離
れ
︑
そ
れ
自
体
の
本

性
を
有
せ
ず
︑
相
互
に
平
等
一
味
で
あ
る
か
ら
︑
名
づ
け
て
滅
と
す
る
の
で
あ
る
︒
下
記
の
経
文
に
言
う
と
お
り
︑﹁
安
楽
を
享
受
す
る
こ
と
は
す

な
わ
ち
解
脱
で
あ
る
︒
真
の
解
脱
と
は
す
な
わ
ち
如
来
で
あ
る
︒
如
来
と
は
す
な
わ
ち
涅
槃
︑
な
い
し
は
云
々
﹂
と
︒
こ
の
よ
う
に
﹁
徳
滅
﹂
と
は

意
味
に
従
っ
て
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
︒ 

起
す
る

                                        

         

 

⼆  

﹃
妙
法
蓮
華
経
﹄
鳩
摩
羅
什
訳
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
九
︑p.5a ll.20~22

︶
に
︑ 

⼀ 

 
四
義
 
滅
の
四
義
に
つ
い
て
浄
影
寺
慧
遠
﹃
大
般
涅
槃
経
義
記
﹄
に
︑ 

﹁
號
曰
爲
淨
身 

亦
度
無
量
衆
佛
此
夜
滅
度 

如
薪
盡
火
滅
分
布
諸
舍
利 

而
起
無
量
塔
﹂
と
あ
る
︒ 

﹁
又
法
華
説
︒
日
月
燈
佛
説
法
華
竟
︒
於
後
夜
分
入
於
涅
槃
︒
下
文
重
頌
佛
此
夜
滅
度
如
薪
盡
火
滅
︒
長
行
之
中
云
言
涅
槃
︒
偈
言
滅
度
︒
明
知
︒
涅
槃
是
滅
非
總
︒
問

﹁
滅
有
四
義
︒
一
是
事
滅
︒
滅
生
死
因
︒
盡
生
死
果
︒
二
是
徳
滅
︒
捨
修
安
寂
︒
故
名
爲
滅
︒
又
佛
眞
徳
離
相
離
性
︒
亦
名
爲
滅
︒
言
離
相
者
︒
如
淨
醍
醐
︒
體
雖
是
有
︒

而
無
青
黄
赤
白
等
相
︒
亦
如
一
切
衆
生
心
識
︒
體
雖
是
有
︒
而
無
大
小
長
短
等
相
︒
涅
槃
亦
爾
︒
體
雖
是
有
︒
而
無
一
相
︒
無
何
等
相
︒
如
下
文
説
︒
謂
無
色
聲
香
味

觸
相
︒
無
生
住
滅
男
女
等
相
︒
乃
至
無
有
自
相
可
取
︒
言
離
性
者
︒
大
涅
槃
中
︒
諸
徳
同
體
︒
共
相
集
成
︒
無
有
一
徳
別
守
自
性
︒
如
就
諸
徳
宣
説
常
義
︒
離
諸
徳
外
︒

無
別
有
一
常
性
可
得
︒
諸
義
齊
然
︒
故
下
文
言
︒
又
非
別
異
︒
故
成
涅
槃
︒
三
是
應
滅
︒
隨
化
世
間
︒
示
滅
有
因
︒
現
亡
身
智
︒
四
是
理
滅
︒
如
經
中
説
︒
一
苦
滅
諦
︒

一
切
衆
生
畢
竟
寂
滅
︒
即
涅
槃
相
︒
如
是
等
也
︒
理
滅
有
二
︒
一
是
相
空
︒
妄
想
諸
法
︒
空
無
自
實
︒
二
是
眞
空
︒
如
來
藏
中
恒
沙
佛
法
︒
離
相
離
性
︒
言
離
相
者
︒

如
馬
鳴
説
︒
謂
非
有
相
︒
非
無
相
︒
非
非
有
相
︒
非
非
無
相
︒
非
有
無
倶
相
︒
非
自
相
︒
非
他
相
︒
非
非
自
相
非
非
他
相
︒
非
自
他
倶
相
︒
如
是
一
切
妄
心
分
別
︒
悉

不
相
應
︒
唯
證
境
界
︒
言
離
性
者
︒
是
諸
佛
法
同
一
體
性
︒
互
相
集
成
︒
不
離
不
脱
︒
不
斷
不
異
︒
以
同
體
故
︒
無
有
一
法
別
守
自
性
︒
滅
義
雖
衆
︒
要
唯
此
四
︒﹂︵﹃
大

正
蔵
﹄
巻
三
七
︑p.614a l.19~b l.12

︶
と
あ
り
︑
以
下
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
も
含
め
て
浄
影
寺
慧
遠
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
︒ 

前
注
同
様
に
慧
遠
の
﹃
大
乗
義
章
﹄
に
は
︑ 
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曰
︒
若
使
涅
槃
是
滅
何
故
經
言
諸
結
火
滅
名
爲
滅
度
︒
離
覺
觀
故
稱
曰
涅
槃
︒﹂︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
四
四
︑p.814b ll.14~18

︶
と
あ
り
︑
慧
遠
の
影
響
が
看
取
さ
れ
る
︒

ま
た
︑
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
が
同
じ
慧
遠
の
﹃
大
般
涅
槃
経
義
記
﹄
中
に
見
え
る
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
三
七
︑p.614a ll.9~14

︶︒ 

三  

﹃
佛
説
開
覺
自
性
般
若
波
羅
蜜
多
經
﹄
惟
淨
譯
︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
八
︑p.855b ll.18~20

︶ 

﹁
復
次
須
菩
提
︒
若
有
人
言
︒
如
佛
所
説
︒
色
無
自
性
不
生
不
滅
︒
本
來
寂
靜
自
性
涅
槃
︒
作
是
説
者
︒
彼
於
一
切
法
即
無
和
合
亦
無
樂
欲
︒﹂ 

四 

 
一
味
 
事
︵
諸
事
象
︶
ま
た
は
理
︵
本
質
︶
の
平
等
で

こ
と
を
︑
海
水
の
全
て
が
同
一
の
塩
味
で
あ
る
の
に
喩
え
る
︒
ま
た
︑
無
差
別
の
こ
と
︒ 

あ
る

五 

広
説
 
云
々
︒
引
用
文
の
終
わ
り
の
方
を
略
し
て
言
う
︒ 

 
六  

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄︵
南
本
︶︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑p.636a ll.13~15

︶ 

﹁
受
安
樂
者
即
眞
解
脱
︒
眞
解
脱
者
即
是
如
來
︒
如
來
者
即
是
涅
槃
︒
涅
槃
者
即
是
無
盡
︒
無
盡
者
即
是
佛
性
︒
佛
性
者
即
是
決
定
︒
決
定
者
即
是
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

提
︒﹂ 

  ︻
テ
キ
ス
ト
︼p.241b ll.10~18

言
擇
滅
者
︒
斷
除
爲
義
︒
佛
智
能
斷
一 

切
煩
惱
故
名
爲
滅
︒
若
依
是
義
︒
涅
槃
非
滅
︒
而
受 

名
者
略
有
三
義
︒
一
者
從
處
得
名
︒
謂
佛
窮
到
無 

住
之
原
︒
是
處
能
斷
一
切
煩
惱
︒
斷
煩
惱
處
故
名 

爲
滅
︒
如
經
言
︒
涅
槃
亦
爾
︒
無
有
住
處
︒
直
是
諸
佛 

斷
煩
惱
處
故
名
涅
槃
︒
二
者
從
因
受
名
︒
謂
智
滅 

或
能
顯
於
理
︒
理
顯
是
果
︒
智
滅
爲
因
︒
從
因
立
名 

名
理
爲
滅
︒
如
此
經
言
︒
煩
惱
爲
薪
智
惠
爲
火
︒
以 

是
因
縁
成
涅
槃
食
︒
令
我
諸
弟
子
皆
悉
甘
嗜
︒

 ︻
書
き
下
し
︼ 

択
滅
と
言
う
は
︑
断
除
⼀

を
義
と
為
す
︒
仏
の
智
︑
能
く
一
切
の
煩
悩
を
断
ず
る
が
故
に
︑
名
づ
け
て
滅
と
為
す
︒
若
し
是
の
義
に
依
ら
ば
︑
涅

槃
は
滅
に
あ
ら
ず
︒
而
し
て
︑
名
を
受
く
る
は
略
し
て
三
義
有
り
︒
一
に
は
処
に
従
い
て
名
を
得
︒
謂
く
︑
仏
︑
無
住
⼆

の
原
に
窮
到
す
︒
是
の
処
︑  
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能
く
一
切
の
煩
悩
を
断
ず
︒
煩
悩
を
断
ず
る
処
の
故
に
︑
名
づ
け
て
滅
と
為
す
︒
経
の
言
う
如
く
︑﹁
涅
槃
も
亦
爾
り
︒
住
処
有
る
こ
と
無
し
︒
直

に
︑
是
の
諸
仏
︑
煩
悩
を
断
ず
る
処
の
故
に
︑
涅
槃
と
名
づ
く
三

﹂
と
︒
二
に
は
因
に
従
っ
て
名
を
受
く
︒
謂
く
︑
智
滅
︑
或
い
は
能
く
理
を
顕
し
︑

理
︑
是
の
果
を
顕
す
︒
智
滅
を
因
と
為
し
︑
因
に
従
っ
て
名
を
立
つ
︒
理
を
名
づ
け
て
滅
と
為
す
︒
此
の
経
に
言
う
が
如
く
︑﹁
煩
悩
を
薪
と
為
し
︑

智
恵
を
火
と
為
す
︒
是
の
因
縁
を
以
て
涅
槃
の
食
を
成
ず
︒
我
が
諸
弟
子
ら
を
し
て
︑
皆
悉
く
甘
嗜
四

せ
し
む
五

﹂
と
︒ 

︻
現
代
語
訳
︼ 

﹁
択
滅
﹂
と
言
う
の
は
煩
悩
を
断
除
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
︒
仏
の
智
慧
は
一
切
の
煩
悩
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
︑
名
づ
け
て
﹁
滅
﹂

と
す
る
︒
も
し
こ
の
意
味
に
よ
る
な
ら
ば
︑﹁
涅
槃
﹂
は
滅
︵
死
ぬ
こ
と
︶
で
は
な
い
︒
そ
う
で
あ
っ
て
︑
名
が
付
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
は
︑

簡
略
に
言
う
と
三
つ
の
意
味
が
あ
る
︒
第
一
に
は
﹁
処
﹂
に
従
っ
て
名
を
得
る
︒
仏
は
と
ど
ま
る
こ
と
の
な
い
根
源
を
窮
め
て
い
る
︒
こ
の
﹁
処
﹂

切
の
煩
悩
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
る
︒
煩
悩
を
断
ち
切
る
﹁
処
﹂
の
た
め
に
︑
名
づ
け
て
﹁
滅
﹂
と
す
る
の
で
あ
る
︒
経
文
に
言
う
と
お
り
︑

﹁
涅
槃
も
ま
た
そ
の
と
お
り
で
あ
る
︒
一
定
の
と
ど
ま
る
場
所
が
な
い
︒
直
接
︑
こ
の
諸
々
の
仏
た
ち
が
︑
煩
悩
を
断
ち
切
る
﹁
処
﹂
で
あ
る
の
で
︑

名
づ
け
て
﹁
涅
槃
﹂
と
す
る
の
で
あ
る
︒﹂
と
︒
第
二
に
は
﹁
因
﹂
に
従
っ
て
名
づ
け
ら
れ
る
︒
智
の
滅
は
︑
あ
る
い
は
真
理
を
あ
ら
わ
す
︒
そ
の

真
理
は
こ
の
仏
果
を
あ
ら
わ
す
︒
智
の
滅
を
﹁
因
﹂
と
し
て
︑
そ
の
﹁
因
﹂
に
従
っ
て
名
を
立
て
る
︒
真
理
を
名
づ
け
て
﹁
滅
﹂
と
す
る
の
で
あ
る
︒

こ
の
経
文
に
言
う
と
お
り
︑﹁
煩
悩
を
薪
と
し
て
︑
智
慧
を
火
と
し
て
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
︑
涅
槃
と
い
う
食
べ
物
を
作
る
︒
私
の
諸
々
の
弟
子
た
ち

に
︑
み
な
全
て
食
べ
さ
せ
る
の
で
あ
る
﹂
と
︒ 

は
一

                                        

         

 
 

⼀ 

 
断
除
 
煩
悩
を
除
く
こ
と
︒ 

⼆ 

無
住
 
も
と
づ
く
も
の
の
な
い
こ
と
︒
よ
り
ど
こ
ろ
の
な
い
状
態
︒ 

 
三  

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄︵
南
本
︶︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑p.757b ll.12~15

︶ 

﹁
猶
如
世
諦
實
無
其
性
爲
衆
生
故
説
有
世
諦
︒
善
男
子
︒
涅
槃
之
體
亦
復
如
是
︒
無
有
住
處
︒
直
是
諸
佛
斷
煩
惱
處
︒
故
名
涅
槃
︒
涅
槃
即
是
常
樂
我
淨
︒
涅
槃
雖
樂
非

是
受
樂
︒﹂ 
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た
だ
し
︑
元
暁
の
テ
キ
ス
ト
で
は
﹁
直
﹂
が
﹁
宜
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
今
︑
改
め
る
︒ 

四 
甘
耆
 
た
し
な
む
︒ 

 
五  

﹃
大
般
涅
槃
経
﹄(

︵
南
本
︶︵﹃
大
正
蔵
﹄
巻
十
二
︑p.625c ll.9~12

︶ 

﹁
所
謂
無
常
無
我
無
樂
︒
煩
惱
爲
薪
智
慧
爲
火
︒
以
是
因
縁
成
涅
槃
食
︒
謂
常
樂
我
︒
令
諸
弟
子
悉
皆
甘
嗜
︒
復
告
女
人
︒
汝
若
有
縁
欲
至
他
處
︒﹂ 

元
暁
の
テ
キ
ス
ト
は
﹁
謂
常
樂
我
﹂
を
省
略
し
て
い
る
︒ 
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